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　⑤他の会社から応援車を借上げ、請負契約を締結した場合のもの（臨時雇用関係である場合を除く）

　④クレーン等の業種オペレーターを、機器と一緒にリース会社から借り上げる場合のもの

　①ダンプ運転手(運搬のみを除く)

　②１日で完了する請負契約、小額な作業・雑工・労務のみの単価契約の請負契約のもの

　③クレーン作業、コンクリートポンプ打設等の日々の単価契約で行っているもの

工 事 名１．

２．工 事 場 所

工 事 概 要３．

共 通 仕 様 書４．

諸官庁手続 ・官公庁への手続きは本工事に含むものとし、受注者がこれを行うものとする。

保険

４

５

工事用電力・用水等

使用材料

施工計画書

・本工事に必要な工事用電力・用水等に要する費用は全て受注者の負担とする。

・契約後速やかに施工計画書を提出し、監督員の承諾を得るものとする。

・本工事に使用する材料は全て新品とする。千曲市で指定のあるものは、それに従うものとする。

一 般 共 通 事 項５．

１

２

３

に打ち合わせを行い、施工計画を立てること。

・工事期間中、受注者の責任において火災保険・労災保険等工事用保険に加入し、その費用は受注者が負担す

　るものとする。

工事実績情報の登録

被害届等 ・暴力団関係者から工事妨害による被害を受けた場合は、被害届を速やかに警察に提出すること。

・登録する場合は、あらかじめ監督員の確認を受け、次に示す期間内に登録の手続きを行うこと。

　(1)工事受注時　　　　　契約締結後10日以内

　(2)登録内容の変更時　　変更契約締結後10日以内

　(3)工事完成時　　　　　工事完成後10日以内

・受注者は、下請契約による施工とする場合は、市内業者を活用するよう特段の配慮をするものとする。

業者の活用について

下請契約における市内

６

７

８

９ 施工体制台帳関係

　施工体系図は工事関係者及び公衆の見やすい場所に掲示すること。

・受注者が契約する下記の業種についても、施工体制台帳及び施工体系図に記載すること。

・受注者は、下請金額に関らず全ての工事について、建設業法に定める施工体制台帳とそれに関わる書類及び

・工事請負額が500万円以上の工事については、工事実績情報（工事カルテ）の登録をすること。

・

　施工体系図を作成し、工事期間中工事現場に備え付けること。

　　○安全衛生責任者、安全衛生推進者、雇用管理責任者、監理技術者、主任技術者他

・施工体制台帳及び施工体系図の写しを監督員に提出すること。

建設業退職金制度に

ついて

10

安全管理・養生

・施設利用者等第三者災害の防止の為に必要な措置を講じること。

11

・受注者は、自ら雇用する建退共制度の対象労働者に係る共済証書を購入し、当該労働者の共済手帳に共済証

　紙を貼付すること。

・受注者が下請契約を締結する際は、下請業者に対して建退共制度の趣旨を説明し、下請業者の建退共制度へ

　の加入並びに、共済証紙の購入及び貼付を促進するよう努めること。

・請負代金額が 800万円以上の建設工事の請負契約を締結した時は、受注者は建退共制度の発注者用掛金収納

　書（以下「収納書」という。）を契約締結後１か月以内に発注者に提出すること。なお、建退共対象労働者

　を使用しない場合等は、あらかじめその理由を書面により申し出ること。

・監督員及び千曲市担当課職員、施設職員等関係者と打合せを行い、安全対策、養生等の必要な措置を講じる

　こと。また、これらに関する費用は受注者の負担とする。

・工事現場においては、労働災害、公衆災害防止に努めるとともに、全作業員を対象に定期的に安全教育、研

　修及び訓練を行うこと。

　※施工体制台帳に記載すべき事項

・本工事は当該施設の使用と併行して行う改修であるため、監督員、千曲市担当課職員、施設職員と綿密

　　○建設業法第24条の8第1項及び同施工規則14条の2に掲げる事項

　(1)建設発生土及び資機材（以下「資機材等」という。）の積載重量の確認。

　(2)飛散防止処置の徹底。

　(3)さし枠装着車などの不正改造した車両や、不表示車両等の使用禁止。

過積載の禁止12

環境対策

・施工計画書中の環境対策の項目に環境配慮事項を記載し、現場においては特に環境に配慮するものとする。

・環境配慮のため、環境負荷を低減できる材料を選定するよう努めること。

・環境配慮のため、使用する建設機械は環境負荷の少ない低騒音、低振動、排ガス対策のものとする。

・屋内で使用する材料は、揮発性有機化合物(ＶＯＣ)の放散による健康への影響に考慮し選定すること。

・熱帯材合板型枠は、極力使用しないこと。

13

工程管理14 ・監督員及び千曲市担当課職員、施設職員と工程に関する打合せを綿密に行い、安全管理を徹底すること。

・安全教育等は、工事期間中に月一回以上実施し、その結果は工事日誌へ記録するほか写真等も整理のうえ提

　出すること。なお、これにより難い場合は、監督員と協議するものとする。

・施工計画書に次の事項について方法等を具体的に記載し遵守すること。また、下請事業者へも徹底すること。

・公共工事における環境配慮については、ISO14001による「千曲市公共事業環境配慮マニュアル」及び本特記

　仕様書により環境配慮に努める。

・工事施工中、監督員の指定する工程に達した時は、監督員の立会検査を受けること。

・本工事には解体・撤去工事及び、これにより発生した廃棄物の搬出処分を含むものとする。

・工事で設置する足場については、｢手すり先行工法等に関するガイドライン」（厚生労働省　平成21年４月）工事用足場

工事範囲

立会検査15

16

17

について

工事用資材等の調達18

・該当施設の運営や行事予定に極力支障をきたさないよう施工方法や施工手順等を検討し、工程計画をたてる

こと。

・木材（木材を原料として使用している製品を含む。）でグリーン購入法に定められている品目に該当するも

　のについては、グリーン購入に基づき材料を選定するよう努めること。

　により、｢働きやすい安心感のある足場に関する基準｣に適合する手すり、中桟及び幅木の機能を有する足場

　とし、足場の組立、解体又は変更の作業は、｢手すり先行工法による足場の組立等に関する基準」の２の(２)

　手すり据置き方法又は(３)手すり先行専用足場方式により行なう。

・受注者は、工事用資材、建設機械等の購入やリースをする場合には、市内業者を活用するよう特段の配慮を

　するものとする。

・工事用足場上の作業においては、関係法令等を遵守し、適切に墜落制止用器具を使用すること。

ー

長野県千曲市大字八幡7372-3の先、他

公衆トイレ等の新築工事

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事

「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和7年版）」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和7年版）」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和7年版）」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（令和7年版）」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和7年版）」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和7年版）」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

工 事 概 要 及 び 特 記 仕 様 書

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事 特記仕様書-1 A-001℡ 026-273-1111（代）

図面名 縮尺

修正年月日

備 考作成年月日 図面番号工事名称

〒387-8511千曲市杭瀬下二丁目１番地

・法定外の保険への加入について

　1）受注者は工事に従事する者の業務上の負傷等に対する補償に必要な金額を担保するため、法定外の

　　労災保険に付さなければならない。

　2）前項で定める保険契約を締結した時は、その証券の写しを速やかに監督員に提出すること。



工事名称 図面名 縮尺 作成年月日 備 考 図面番号

修正年月日 ℡ 026-273-1111（代）
千曲市杭瀬下二丁目1番地

〒387-8511

工事用資材の市内又

は県内生産品の優先

使用について

レディーミクストコンクリート

製造工場の選定について

・解体に伴う発生材は事故原因とならぬよう出来るだけ速やかに場外へ搬出処分すること。発生材処分

・再生資源利用等計画書・実施書

19

20

21

・受注者は、本工事に使用する材料については、規格品・品質等の条件を満足するものについては、市内又は

　県内において製造若しくは加工された資材を優先して使用するよう努めるものとする。

・受注者は、Ⅰ類コンクリートの製造工場を、JIS マーク表示認証工場（改正工業標準化法（平成16年６月９

　日公布）に基づき国に登録された民間の第三者機関（登録認証機関）により認証を受けた工場）で、かつ、

　コンクリート製造に係る指導及び品質管理を行う施工管理技術者（コンクリート主任技士等）が置かれ、良

　好な品質管理が行われている工場（全国品質管理監査会議の策定した統一基準に基づく監査に合格した工場

　等）から選定すること。ただし、これにより難い場合は、監督員と協議するものとする。

・廃棄物の処理にあたって、受注者が自ら処理するときは、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法

　律第137号。以下「法」という。)　に基づき自らが廃棄物の処理運搬をして自社の処分場で処理するか、ま

　たは知事の許可を取得している処分業者へ処分を委託すること。また、廃棄物の処分を下請人に委託すると

　きは、法に基づく産業廃棄物の収集・運搬及び処分を業として知事の許可を取得している者に委託すること

　とし、施工計画書に当該許可の写し及び委託契約書の写し（表裏面共）を添付のうえ提出すること。

・再生可能なものについては、再生資源としての利用促進を図るため、資格のある中間処理業者に処理を委託

　すること。なお、竣工したときは、処分状況の写真（中間処理にあっては、中間処理状況の写真）及び日報

工事写真撮影要領 ・着手前及び完成後の撮影部位は、同方向同位置とする。（撮影個所については監督員の承諾を得ること）

・工事施工中の撮影

　ａ　撮影段階は養生、解体撤去の前後、発生材の処分状況、各種試験の実施状況、ＪＩＳ規格のあるものは

　　　その表示部分、施工後に隠蔽となる部分、その他監督員の指定した部分とする。

・写真のサイズ及び整備

　ａ　工事中に撮影する写真は工程順に撮影箇所等を記入して整理する。

27

　ｂ　施工管理の確認において重要となるので、工事完了後目視できなくなる箇所に重点をおいて、部位・施

　　　工略図及び寸法を記入した小黒板を入れて撮影することとし、必要に応じてスケール等で寸法が判別で

　　　きるようにする。

　ｃ　仮設物（掲示物、仮囲い、仮設トイレ等）、安全管理（作業員の保護具着用等）、作業ミーティング、

　　　安全教育実施状況等についても撮影すること。

　ｂ　写真は原則としてカラーサービスサイズ版とし工事写真帳に整理し提出するか、指定用紙に印刷して提

　　　出する。なお、用紙に印刷して提出する場合は、千曲市電子納品運用ガイドラインに準じて行なうこと。

清掃・片付け ・工事中は常時片付け及び清掃を心掛け、発生材及び塵芥が飛散もしくは堆積しないよう注意する。

疑義等 ・設計図書に明記の無い事項で疑義を生じたときは、監督員と協議して、その指示に従うこと。

施工図の取扱い ・施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。

設計図ＣＡＤデータ

について

・受注者は、完成写真の撮影者との契約にあたって、以下の事項を条件とすること。

　ａ　完成写真は、市が行う事務並びに市及び市が認めた公的機関の広報に、無償で使用することができる。

　　　この場合において、著作者名を表示しないことができる。

　ｂ　以下に掲げる行為をしてはならない。ただし、あらかじめ発注者の承諾を得た場合はこの限りではない。

　　ア　完成写真を公表すること。

　　イ　完成写真を他人に閲覧させ、複写させ、又は譲渡すること。

完成写真の著作権の

権利等について

22

23

24

25

26

・本工事の設計図CADデータを貸与する。貸与したCADデータは、本工事の履行に必要な施工図の作成及び完成

　図の作成においてのみ使用することとし、それ以外の目的で使用してはならない。

　並びに発生材集計表を提出し、排出業者が保管することになっているマニフェストシステムによるＡ票、

　Ｂ２票、Ｄ票及びＥ票を提示すること。

する工事

　次の何れか1つでも満たす建設資材を搬入

3　加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物・・200ｔ以上

2　砕石・・・・・・・・500ｔ以上

合計200ｔ以上

再生資源利用促進計画書（実施書）

　次の何れか1つでも満たす建設資材を搬出

する工事

2　ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

　　ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

　　建設発生木材

1　土砂・・・・・・・・500m3以上 1　土砂・・・・・・・・・・ 500m3以上

再生資源利用計画書（実施書）

　ｂ　竣工時に「再生資源利用実施書」及び「再生資源利用促進実施書」を作成し、提出する。

　ｃ　作成は指定されたシステムにより行い、実施書はデータの入力された電子媒体を添付する。

　ｄ　対象工事は下表のとおりとする。

　ａ　施工計画書にあわせて「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を提出し、工事現場で

　　　公衆に見えやすい場所へ掲示する。

―令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事 特記仕様書-2 A-002

・調達検討資材は監督員と協議するものとする。

　ａ　協議にあたり以下の書類を添付すること。

　　ア　ナフサ由来製品であることが確認できる資料(カタログ、メーカー資料等、メーカー聞き取りでも可)

・別途調達経費が必要となり設計変更を行う場合とは、以下を想定している。

　①　調達検討資材の代替資材を調達した場合

　②　調達検討資材の流通経路を見直して調達した場合

　③　調達検討資材を調達した場合(別途調達経費を含む)

・受注者は、別途調達経費に係る証明書類(実際の取引伝票等)を監督員に提出するものとし、

その別途調達経費については設計変更の対象とする。

28 中東情勢の変化等によ

る建設資材の流通状況

を踏まえた設計変更

・本工事は、供給の偏りや流通の目詰まりにより入手が困難となっているナフサを由来とする建設資材(以下、

　「調達検討資材」)の調達に必要となる経費(以下、「別途調達経費」)について、設計変更を行う対象工事である。

事業主体　　千　曲　市

工事名　〇○年度　〇○○○○○○○○○○○○○工事

受 注 者　　○○○○○○○

・工事写真　　・工事日誌　　・工事打合せ簿　　・施工図　 ・報告書　　・各種証明書　・その他

・工程表（計画及び実施）　　・仮設計画図　　・施工計画書（総合及び各工種）　　・完成図

・工事表示板を１箇所設置する。

・竣工時提出書類　[提出部数は１部]　※詳細は監督員から指示するものとする

白地　　黒文字　(角ゴシック体)

大きさ　９０cm×６０cm　横書き

　　　ＴＥＬ　　○○○-○○○○

その他

・塗装色を選定する際は、千曲市美しいまちづくり景観条例の規定によること。

・当該工事の実施に伴う地域住民等への説明会を実施する場合は、施設所管課・監督員と協議し必要な

・資材等の搬入・搬出等の工事車両や施工等に伴う騒音や振動に十分注意し、近隣住居に配慮すること。

・千曲市排水設備指針に則り工事を行うとともに必要な協議、申請手続きを行うこと。
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・近接地では長野県が発注する土木工事（別途工事）が実施されている。工程等の調整を十分に行うほか、

災害防止（安全衛生）協議会へ参画し情報共有に努める。

準備を行うこと。
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千曲市
本社　長野市青木島町 

　　　青木島乙516-1　OTビル2F 一級建築士　大臣登録　第217782号　夏目　淳

一級建築士事務所　長野県知事登録 (長野)A第64282号

　夏目　淳
　第826号
設備設計一級建築士
　第217782号
一級建築士

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事
A1:

A3:

NS

NS
Ａ

 　　

項　　目 特　　記　　事　　項

 １．設計図書

1. 現場説明要項(質疑応答書、工事実施諸規定を含む)　

2. 特記仕様書

3. 設計図

5. 国土交通省大臣官房庁営繕部監修

 ２-１．

・敷地調査共通仕様書

設計図書及びその優先順位は下記の通りとする。

・工事写真の撮り方（建築編）

・建築工事標準詳細図

・鉄骨設計標準図

　

 

2. 特記仕様

1. 図面及び特記仕様に記載されていない事項はすべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修建築工事標

　 準仕様書（最新版）による。　

(1) 項目は番号に　印のついたものを適用する。
 

(2) 特記事項で・印,※印,　　印のある場合の適用は下記による。

 

(3) 特記事項に記載の(　　)内表示番号は 建築工事標準仕様書の　当該項目、当該表及び当該図

・印のついたものを適用する。

・印のない場合は ※印のものを適用する。

・印と ※ 印のある場合は共に適用する。

を示す。

2-3．火災 ※請負者は必要に応じ、工事目的物及び工事材料等を火災保険等に対し、保険

　証の写しを監督員に提出すること。

※建設業退職者共済制度に加入し、掛け金保証書を監督員に提出すること

3. 特記事項

 ２-２．
※適用する

請負者は工事請負代金が500万円以上の工事については工事実績情報サービス
（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき、工事実績情報（工事カルテ）を作成し、監督員
の確認を受けた後に、（財）日本建設情報総合センターに登録手続きを行い、
受領書を提出すること。

登録の時期は下記による。
（1）工事契約時　　　　契約締結後10日以内
（2）登録内容の変更時　変更契約締結後10日以内
（3）工事完了時　　　　完了検査後10日以内

2-4．瑕疵検査 ※工事引き渡し後の瑕疵担保期間内で、監督員が検査必要とする工事については

　、指定日に検査を受けること。

 適用基準等

　工事実績情報
　の登録

     保険等

4. 住宅金融支援機構

3. 工 事 種 目　　　建築・電気設備・機械設備・外構

・　工 事 概 要

4. その他

・　建 築 工 事 仕 様

2. 敷 地 面 積　　　453.31 m2（申請部分）

1. 工 事 場 所　　　長野県千曲市大字八幡7372-3の先、他

 ４． 技 能 士 ・ 適用しない (1.5.2)

適用工事種別

・鉄筋工事　・コンクリート工事　(・床コンクリートこて仕上げ　・型枠 )

・タイル工事　（・陶磁器質タイル張　・陶磁器質タイル型枠先付）　

・塗装工事 　・内装工事　( ・ビニール床シート張　・ビニール床タイル及び

ゴム床タイル張　・石膏ボードその他ボード及び合板張・壁紙張り) ・植栽工事

 ５．電気保安 ・ 適用しない (1.3.3)

 　

建築工事共通仕様書（最新版） に記載されていない特別な材料の工法は、当該

　

製品の指定工法による。

※構外搬出適切処理

・引渡しを要するもの

※工事施工中敷地内より重要文化財、埋没資産、または考古学資料などを発見

　した場合はすみやかに監督員に申し出てその指示に従う。

特記なき限り仮設工法 など工事を完成させるために必要な手段については施工

　  者の責任において決定し、監督員の承諾を受ける。

現場の納まり取合わせの関係で、材料の寸法 取付け位置又は取付工法を多少変え

、あるいはこれらによつて取付数量を増減する等の軽微な変更は監督員の指示に  

よって行う。この場合に於ては請負金額は増減しない。
　

12．設計変更 工事の都合により部分的な変更又は一部の追加工事 等を委嘱された場合には請負
 

者は実施に先だち その都度材料、工賃の増減を清算した内訳見積書を2週間以内

に監督員に提出し、書類による承認を受けたのち変更工事に着手する。

 

   

　

( 1.3.8 )

・ 適用する

・ALCパネル　・カーテンウォール）　・防水工事（・アスファルト防水

・合成高分子ルーフィング防水　・塗膜防水　・シーリング）

 ７.材料の
　　品質等

 ８．工法の

 ９ ．特別な
　　　材料
　　　の工法

 10 ．発生材
　　　の処理

※ 適用する

 11 ．軽微な

13．官公署その 本工事の施工に伴う官公署その他への諸手続きは全て書類を遅滞なく作成し、手　

続きを行う。それらに要する一切の費用はすべて　請負者の負担とする。

( 防火対象物使用開始届を含む) 

・鉄骨工事　・ブロック，ALCパネル及び PCカーテンウォール工事（・ブロック

※建設副産物の発生抑制に配慮する。

・木工事 　・屋根及び樋工事　 ・金属工事　・左官工事　・建具工事　

 ３．品質計画 ・建築基準法に基づく風圧区分を必要とする場合は下記による。

※風速（Ｖｏ＝30）

※地表面粗度区分（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

・積雪区分　建告第1455号　特記無きは設計積雪深86cm(標高535m)

 ６.環境への
　　配慮

・国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）

　（平成12年度法律第100号）により環境負荷を低減できる材料を選定するよう

　に努める。

※使用する材料の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健康への

　影響を配慮する。

※工事に使用する材料はアスベストを含有しないものとする。

ものを使用する。

　(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　(3) 安定的な供給が可能であること

　(6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること

　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

材料・機材等の製造業者は次の（1）から（6）すべての事項を満たすものとし、こ

の証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す

書面を提出して監督員の承諾を受ける

め監督員の承諾を受ける。

建築材料等 (1.4.2)

ただし、製造業者等が記載されている場合に同等以上のものとする場合はあらかじ

本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能と同等以上の

     技術者

     決定

      変更

    他への手続

    き

製品の指定工法による。

18．設計GL

19．模型

20．試験施工

21．工事施工
　　写真

23．施工図

22．施工体制

　隣地及び道路との境界測量の際は監督員、隣地所有者及び必要に応じ 関係

 １．敷地測量 工事に先立ち下記の測量を行う。

・ 境界測量

　官公署員が立会う

・ 現況測量

敷地の高低、建物、形状などを示す現況測量図を監督員の指示に従って

作成する。

　含む）等の位置取り分を記入した総合図（平面詳細、展開図、天井伏図）を

　総合図作成に当たっては建築工事請負者がリーダーとなって、他の請

・ 現状GL ( 設計図書　配置図参照 )

・ 有

※　図示

・ 有

・ 無

・ 無

・施工体制台帳（下請契約台帳、再下請契約届出書及び施工体制図）を、整備

　し常時現場事務所に保管しておくこと。

・ 監督員の指示する部分

・ 隠ペイ部分（シックハウス確認として納入製品写真も必ず撮影のこと）

・躯体施工図作成に先立ち、電気設備、機械設備、その他各種工事(別途工事

　作成して、監督員の承諾を受けること。

　負者及びメーカーの取りまとめを行い、遅滞なく提出できる人員体制

　とすること。

・工事施工に伴い発生が予想される公害等については関係者と協議し着工前に 14 ．近隣対策

・工事施工に起因して損害を生じた場合は請負者の責任に於て復旧又は補償を 

　行うものとする。

・騒音 振動については法規制数値の遵守は勿論のことその影響については　

　最大限の考慮をはらうこと。

　影響対策を講ずること。

・地下水の変動 地盤沈下に起因する諸事項については事前に万全の対策を講
 

　ずると共に後日の紛争をさけるため観測点等を定め記録を残すこと。

・工事中テレビその他の電波障害に関しては、必要に応じて事前調査を行い
　 　

　その結果と照合し、工事進行にともない障害状況を把握し早急に対策を講じ

　現状に復すること。

撮影個所数 部数 原版の大きさ(mm)

 カラー
 　※キャビネ版

 　・八切り

 　・パネル(木製枠)

 　※CDロム

外部

内部

全数 ・

 　 (   　　)

 (　 　)

      24×36

   100×125 以上

 ※半切 ・全紙

・ 撮影業者は監督員の承諾する業者とする。

 　・手札版

分  類  規　格

実施内訳書提出の上、監督員の承認を承けること。

・ 着工前、工事中、竣工時の写真（サービスサイズ）のうち監督員の指定
　 した写真をアルバムに整理し、３部提出する。

15.提出図書等 ・別紙（特記仕様書(6)による）

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するもの
とする。

 

　

 ３．仮囲い ・ 構造:

・ 高さ:

・仕上:

・範囲:　　・県道側、入口廻りにゲートを設定すること。

・ 鋼版製 ・木製 ・その他(ガードフェンス、シート)

・その他(　　　　　　　　)

・ペイント品

・2m（発生土置場） ・3m 以上

17.完成写真

足場を設ける場合、「標仕」２．２．４（b）によるほか、設置においては、「手

すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置方

式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

 ２．足場

16.設備工事
　 との取合い ※設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督員の承諾

　を受ける。

 

 

　行うものとする。

　

　最大限の考慮をはらうこと。

　影響対策を講ずること。

 

　ずると共に後日の紛争をさけるため観測点等を定め記録を残すこと。
　 　

　その結果と照合し、工事進行にともない障害状況を把握し早急に対策を講じ

　現状に復すること。

    台帳

     その他

 (　 　)

 　 (   　　)

・ フォーサーズ(17.3×13.0mm)以上の撮像素子を備えたデジタルカメラを
   用いて撮影すること。

   2

   -

   2

   -

3

6

・ 現況測量

図面の測量図に基づいて、施工上必要な箇所の再確認を行う。

・ フォトブックによる製本とする。

・構造特記仕様書に依る。

・支持地盤について監督員の確認を受ける。

・支持地盤は載荷試験の地耐力の確認を行う。

・砂利地業の上に直接床下防湿層を施工する場合は、防湿層の下に目つぶし砂を

　行う。

　　各工事共通仕様書、施工監理指針書等、机、いす、会議用テーブル、書棚
　　白板、掲示板、図面棚、電話（インターネット共）、ファクス、ゴム長靴、
　　雨がっぱ、保護帽、懐中電灯、衣類ロッカー、冷暖房機器、掃除用具等を
　　設置すること。

 

　

※ 備品

※ 設ける（請負業者現場事務所内に併設可）５．監督員
　　事務所

現場員事務所の規模

・ 1号 ・2号 ※3号 ・4号 ・5号

( 2.3.1 表 )

６．看板

 

７．工事用水 構内既存の施設 ・ 利用できる( ※有償 ) ※利用できない

８．工事用 構内既存の施設 ・ 利用できる( ※有償 ) ※利用できない

９．障害物の
　　処理

工事上撤去、移設を要する軽微なものは、本工事の範囲とする。
地中埋設物が確認された場合速やかに監督員に連絡を行うこと。

10．後片付け
　　及び復旧

竣工検査前に工事場内外の後片付け及び清掃を行い、公道などの本工事による
損傷部分などの復旧もしくは補修は、請負者の負担において検査前に完了する。

 

損傷部分などの復旧もしくは補修は、請負者の負担において検査前に完了する。

共通仕様書に基づき施工計画書を提出し、監督員と協議の上施工を行うこと。
オープンカット工法、親杭横矢板工法等

３．根切 施工計画書提出承諾後 施工すること。手堀りは根切底より上部150mmの範囲とする
。ただしバケットに特殊アタッチメントを取付け、根切底が乱される恐れのない場
合は機械掘削としてよい。
支持地盤が乱されたり、凍結した部分がある場合は、自然地盤の強さ以上になるよ
う、締め固めもしくは置き換える。

・構内指示の場所に堆積

・構内指示の場所に敷きならし

※構外搬出適切処理 　(3.2.5)２．残土処分

(3.2.1表)・A種 ※ B種

    び盛土の
１．埋戻し及 ・D種・C種

※必要 厚さ・25mm　・30mm　・50ｍｍ　・図示

・不要・硬質ポリスチレンフォーム

※建物内の土間コンクリート下及び土間床板下施工個所

mm以上

JISZ 1720 による包装用ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm　重ね幅縦横共250５．防湿層

４．山留め 　

 ４．縄張りレ 配置図に従い建築物の設置位置を確認するために監督員の指示の もとに縄張り

を行い建築主及び監督員の立合いを求めてその承諾を受ける。
（レベル設定も同時に行う。道路及び境界とのレベル差資料を用意する。）

６．保温材

・構造特記仕様書に依る。

・監督員配筋検査は自主検査記録書を提出して検査もしくは確認を受ける。また

　検査の結果、不合格となった部分は補正して記録する。

・構造特記仕様書に依る。

・コンクリートの強度試験は公共建築工事標準仕様書に準じて行なうこと。

・調合管理強度構造体コンクリートの強度推定試験は第３者機関にて圧縮強度試

　験を行い品質確認する。

・試験練りは代理人立会いの元に実施し、記録書を提出する。

・コンクリート化粧打放し部位については型枠割付図（Pコン・目地位置入）を

　作成し監督員の確認を受ける。

・コンクリート打設計画書を作成し、提出する。

　また打設前は再度型枠状況、配筋状況、かぶり厚等を確認の上打設を行う。

　降雨時の対応、養生（特に採暖必要時、高暑時）についても検討する。

　

・構造特記仕様書に依る。

・製品は製作工場による社内検査を行い、検査成績書を提出し、監督員の検査を

　受ける。

・鉄骨接合部の超音波探傷検査及び外観検査は社内検査100％及び第三者機関

（CIW認定事業所）（数量は構造特記による）にて検査を行う。

・施工が完了した時点で、施工検査（建て方形状・精度、ボルトの締付確認等）

　を行い、検査記録書を提出し、監督員の確認を受ける。

※施工図、施工計画書等は工種別に整理し、直ちに閲覧できるようにしておく。
　確認申請書（副本）等はカギのかかる書棚に厳重に保管する。

ベル設定

・梁貫通補用既製品：コーリョー県販（株）ダイヤレンＮＳ同等品

　　床：タイルカーペット敷きまたはビニル床シート貼り程度
　　壁・天井：合板またはＰＢ張りの上ビニルクロス貼りまたはＡＥＰ塗装
　　屋根：塗装溶融亜鉛めっき鋼板または鉄板張り調合ペイント塗装程度
　　

※ 監督員事務所の仕上げ

11．誘導員 ・必要に応じて、事業者と協議の上、工事期間中の誘導員を配置すること。　

(3.2.1)

(3.2.1)

・場内発生土

    電力

    種別

・A種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ
　保温板(3種b)

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事

国土交通省大臣官房庁営繕部 監修(令和4年改定版)

国土交通省大臣官房庁営繕部 監修(令和4年改定版)

・建築工事監理指針

国土交通省大臣官房庁営繕部 監修(令和5年改定版)

・ 1.8m

900×600mm程度とする。監督員と協議する。

特記仕様書-3 003

・ 公共建築工事標準仕様書(令和7年版)
・ 公共建築改修工事標準仕様書(令和7年版)

・ 公共建築木造工事標準仕様書(令和7年版)

国土交通省大臣官房庁営繕部 監修(令和7年版)

国土交通省大臣官房庁営繕部 監修(令和7年版)

・ 木造住宅工事仕様書(令和7年版)



インパラブラック程度

インパラブラック程度

・18

    ルト防水

    板
    セメント

    帳壁及び塀

    トブロック

   ック造 

　 リートブロ 

Ｃ種

地階二重壁部分

・二次シール工法

・50・野地板用

製造所：ラムダ同等

製造所　アスロック、メース

・有り（　）時間

※無し

・20

・25・22・18

・15

・デザインパネル（図示）

※フラットパネル

耐火性能厚さ（mm）表面形状

外壁

施工箇所

　　種類　※無石綿タイプ

・　薄物（厚さ35mm未満）

・無し

　　　・２時間

※有り・１時間

・無し

　　　・２時間

※有り・１時間

・C種

・B種

・B種

・A種

・60

・50・60

・35・50・60

・60

・50・60

・35・50・60

・タイルベースパネル

・デザインパネル（図示）

※フラットパネル

・タイルベースパネル

・デザインパネル

※フラットパネル

耐火性能厚さ（mm）表面形状 工法

・間仕切

・外　壁

施工箇所

　　種類　※無石綿タイプ

※　厚物（厚さ35mm以上）４．押出成形

　　　　　　　　　　提出のこと
※保　　証　　　　　竣工日より10年間（元請下請連名）の保証書

・伸縮目地　　　　　幅（mm）　　※25　　　

　　　　　　　　　　重ね250mm以上

・絶縁用シート　　　厚さ（mm）　※0.15　　

　　　　　　　　　　スキン層付
　　　　　　　　　　JISA9511（ポリスチレンフォーム保温材）3種b

・断熱工法の断熱材　厚さ（mm）　※50　　・30　・25

・

・E-1　  ・E-2

・D-1　  ・D-2

・C-1　  ・C-2

・BI-1 　・BI-2

施工箇所

・B-1　  ・B-2

・AI-1 　・AI-2

・A-1　  ・A-2

 種別 

※3種・アスファルト

（9.2.2）（9.2.3） ( 9.2.1表)～( 9.2.8表)２．アスファ

仕　様　　※寒冷地仕様　　・一般地域仕様１．材　　料

ロッキング工法　Ｃ種

・100・125・150

・75  ・100

・75  ・125

・100・125・150

（8.4.2～6）（8.4.2表）（8.4.3表）

厚さ

・床　用

取付工法

・屋根用

・間仕切壁用

・外壁用 

 種別 
３．ALCパネル

・C種防水ブロック

施工箇所

・C種普通ブロック

・B種普通ブロック

・A種普通ブロック 

 種別 

・

２．コンリー

（8.2.2表）

※8.3.1表及び下書による

※ 21 0   

コンクリート設計基準強度Fo（Kg／cm2）、調合

・丸綱

※異形鉄筋（　　※SD295A　・　　　　　　　　）

 鉄筋の種類

施工箇所

・B種普通ブロック

・C種防水ブロック

※C種普通ブロック 

 種別 
１.補強コンク

ボーダーのみ本磨き

８

ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

９

防

水

工

事

10

石

工

事

11

タ

イ

ル

工

事

４．外壁タイル

12

木

工

事

13

屋

根

及

び

樋

工

事

14

金

属

工

事

　（8.5.2～5）（8.5.1表）（8.5.2表）

　　接着力試験

千曲市
本社　長野市青木島町 

　　　青木島乙516-1　OTビル2F 一級建築士　大臣登録　第217782号　夏目　淳

一級建築士事務所　長野県知事登録 (長野)A第64282号

　夏目　淳
　第826号
設備設計一級建築士
　第217782号
一級建築士

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事
A1:

A3:

NS

NS
Ａ

３．合成高分 

４．塗膜防水　　ウレタンゴム系塗膜防水 

６．その他の
　　防水

７．試験 漏水試験(24時間水張後)：屋上シート防水

※行う ・行わない 

 種別 施工箇所 仕上塗料塗

（9.5.1表）（9.5.2表）

※保　証　　竣工日より10年間（元請下請連名）の保証書提出のこと。

５．ステンレス 施工箇所 厚さ（mm） 表面仕上 備　考

・0.3 ・ツヤ消し

※保　証　　竣工日より10年間（元請下請連名）の保証書提出のこと。

施工箇所 厚さ（mm） 仕上塗料塗

※製造所：（株）ダイフレックス、（株）田島ルーフィング、
　　　　　　横浜ゴム（株）同等品
※24時間の水張り試験を実施、記録書を提出する。

※24時間の水張り試験を実施、記録書を提出する。

 種別 施工箇所厚さ（mm） 仕上塗料塗 使用分類

( 9.4.1 表) 

・S-Ｆ1

・S-Ｆ2

※ 1 . 2　

※ 2 . 0　

・シルバー

・カラー ・軽歩行

※保　証　　竣工日より10年間（元請下請連名）の保証書提出のこと。

・S-Ｍ1 ※ 2 . 0　

・S-Ｍ2 ※ 2 . 0　

・S-Ｍ3 ※ 2 . 0　

製造所：筒中シート防水　アーキヤマデ　田島ルーフィング　同等品

※24時間の水張り試験を実施、記録書を提出する。

室外機置場

・通電漏水箇所確認試験実施

・Ｘ-１

・Ｘ-２

・Ｙ-１

・Ｙ-２

    シート防水

  （シーム溶接

　　　　工法）

　　子系ルー

　　フィング

　　シート防 

　　水 

・図示による

８．シーリング  ( 9.6.2)（9.6.1表）

施工箇所 目地寸法

　20×12

　15～20×10

種　類

コンクリート目地 ポリサルファイド系

　ｻｯｼ廻り、金属パネル ポリサルファイド系

　15～20×10窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ

※目地の形状・寸法は層間変位、温度変化、施工精度、施工性を考慮してシー
　リング材の引張・圧縮・せん断許容変形率の限界内に収るように再確認を行
　う。

ポリウレタン系（塗装有り）

変成シリコン系

施工箇所 種　類

石の品質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10.2.1）

床用石材　　　　　　　※２等品　　

壁及びその他の石材　　※１等品　　・２等品

石の種類・表面仕上

産地・名称 仕上の種類

・御影石・大理石

( 10.2.1表)（10.2.2表）

・御影石・大理石

・御影石・大理石

・御影石・大理石（ﾂｰﾄﾝ）

・御影石・大理石

・御影石・大理石

JB&P玄関ロビー床

玄関ポーチ床 JB&P

１．天然石張り

種石の種類　　　　※大理石　

外壁石張り工法

( 10.3.3 )

( 10.2.1)

表面の仕上　　　　※本磨き　 ( 10.2.2表)

・外壁　湿式工法（流し筋工法　　・　　　　　　）

・乾式工法

( 10.5.3 )

裏面及び裏打ち処理　　　※行わない　　・行う（小口共）

ドレインパイプ　　　　　※ステンレスSUS304

内壁石張り工法

( 10.4.3 )・内壁　空積工法
（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

・乾式工法（柱廻り）　・接着貼

( 10.5.3 )

裏打ち処理　　　※行わない　　・行う

２．テラゾ張り

３．壁の石張り
　　工法

４．床及び階段
　　の石張り

石の厚さ（mm）

床石張りの裏面処理　　※行わない　　・行う

屋内のワックス掛け　　※行う　　　　・行わない

( 10.6.2 )

( 10.1.5 )

５．その他 豆砂利　洗い出し　（種石　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．陶磁器質 タイルの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11.2.1）

施工箇所
形状寸法

（mm）

生　地 釉　薬 役　物 色
備　考

磁器 せ器 陶器 無釉 施釉 有 無 標準 注文

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

役物；標準曲がりの役物は一体形成とする。

張付け用材料　　保水材　　　　　　※監督員の承諾する製品

　　　　　　　　既成調合モルタル　※監督員の承諾する製品

※ALCパネル現場タイル張り工法指針にならい施工する。
※外壁タイル選考において900角3種類程度の見本貼を行う。

製造所：

(耐凍害製品)
(防滑性)

　　タイル張
　　り

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

床 100角

LIXIL  同等品

２．壁タイル 内外装タイル　　　　　※壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り

タイルの試験張り　　※行わない　　　　　　　・行う

３．陶磁器質 タイルの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11.3.3）

施工箇所
形状寸法

（mm）

生　地 釉　薬 役　物 色
備　考

磁器 せ器 陶器 無釉 施釉 有 無 標準 注文

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11.2.2）（11.4.1表）

適用タイル

50角タイル50二丁タイル

小口タイル二丁掛タイル

大形タイル

種　別 タイル型枠先付面のせき板

タイルシート法

タイルシート法

目地桝法

桟木法

・6.9.3の（b）（3）

　6.9.3の（b）（3）

※6.9.3の（b）（3）

金属製タイル先付け用パネル

・6.9.3の（b）（3）

※タイル選考において900角3種類程度の見本貼を行う。

　　張りの工
　　法

　　タイル型

　　枠先付け

　　工法

・図示による

２．集成材

１．木　材 木材の含水率 

造作の等級　

代用樹種の使用

構造材

表面仕上げ　　・A種　　　※B種　　・C種　　　　　　　　　　　　（12.1.1表）

※ A種 ・B種

・無節程度

・使用しない ※使用しても良い 

 ( 12.2.1表)

※ A種 ・B種  ( 12.2.2表)

造作材 ※使用しない ・使用しても良い 

下地材 ・使用しない ※使用しても良い 

　( 12.2.2) 

品　名 規格・品質 芯材の種類 化粧単板の樹種・厚み

・構造用集成材

・造作用集成材

・化粧ばり造作
　用集成材

※１等 ・２等

※１等 ・２等

※１等 ・２等

※タモ程度

・

  ・0.3　・0.6

３．防蟻処理 防蟻処理　　※処理する　　・処理しない 　( 12.2.9) 

処理箇所　　※１階大引まで（土壌処理を含む）　・１階　　・全階

保　　証　　　竣工日より　5年間（元請下請連名）の保証書提出のこと。

４．防腐処理 防腐処理（２回塗り）　　　※処理する　　　・処理しない 　( 12.2.8) 

処理箇所　：・周囲GLより+1000の範囲

F☆☆☆☆とする。

　　　　　　・水廻りに木材を使用した場合

※図示

打診による確認（全面）：浮きひび割れが発見された場合「建築改修工事共通
仕様書」により適正な方法で処理する。
環境条件の厳しい部位については監督員の指示により接着力試験を実施する。

５．下地床板
　　張り

（1）フローリング及び縁甲板張り床 ( 12.7.1表) 

　　 下張用床板 　※無し（NF下地・直貼り）・有り（※合板張　・板張）
　　 床　板　 　　※合板フローリング（18.5.2に依る　）
　　　　　　　　　・縁甲板12d（※ひのき　・　　　　）

（2）畳敷き
　　 畳下床板　 　※有り（※FFパーティクルボード　・　　　　　）
　　　　　　　　　・無し（※ネダフォーム　・合板張（木床組併用）　）

　　　　　　　　

１．施工区域 ※一般地域 ・多雪地域 ・強風地域

２．長尺金属
( 13.2.2)(13.2.1表)(13.2.3)

屋根葺き形式 板厚（mm）材　　種

※0.4

※保　証　　　竣工日より10年間（元請下請連名）の保証書提出のこと。
※施工完了時は降雨時を利用して、屋根裏の漏水自主検査を行う。
※製造所 

３．折板葺き
材料　　※塗装溶接亜鉛メッキ鋼板　板厚（mm）　※0.6　・0.8

　　　　・ガルバリウム鋼板　　　　板厚（mm）　・0.8　・図示

寸法　　・　図示

形式　　※はぜ締め形　　・重ね形　　

軒先面戸板　　※有り　　・無し

断熱材　　　　※有り（※ポリスチレンフォーム　・図示　　　　　　　　　）

　　　　　　　・無し

耐火性能　　　※30分耐火　　・無し（不燃材）

※保　証　　　竣工日より10年間（元請下請連名）の保証書提出のこと。

４．粘土

洋　　瓦

種　　類

和　　瓦

工　法

・ゆうやく瓦　

※いぶし瓦　・ゆうやく瓦

※緊結工法　　　　・図示

※引掛けさん工法　

備　考

５．その他 屋根葺き形式 板厚（mm）材　　種

６．樋 軒樋

材　　種 厚み（mm） 施工箇所 備　考

※表面処理鋼板

・硬質塩化ビニル

・ステンレス鋼板

・0.35

・0.4

・0.6

・

( 13.5.1表) 

竪樋

材　　種 寸法（mm） 施工箇所

※白ガス管

・表面処理鋼管

・ステンレス鋼板

・硬質塩化ビニル

※125φ

( 13.5.1表)（13.5.4表） 

表面処理等（遮音防露被覆箇所）

・カラーアルミ製

掃除口　　※有り　　・無し

( 14.2.2)(14.2.1表） 

　( 14.2.1) １．ステンレス

種　類 施工箇所

※HL程度

・2B程度

・鏡面仕上

・

２．アルミニウ

種　　別 施工箇所

・A-2（着色無着色陽極酸化皮膜）

・B-2（着色陽極酸化塗装複合皮膜）

・C-1（無着色陽極酸化皮膜）

・C-2（着色陽極酸化皮膜）

・B-1（無着色陽極酸化塗装複合皮膜）

６．ホルムア
　　ルデヒド等 合板、パーティクルボード等：改正基準法適合製品（F☆☆☆☆）を使用する。

※内樋は必ず24時間の満水試験を実施し、記録書を作成する。

・A-1（無着色陽極酸化皮膜）

・D   （化成皮膜の上に塗装）

（既製品）
カラー（標準色）・飾り桝

※100φ

（3）鋼製床部分　・耐水合板

※屋根　・図示（メーカー仕様による）

SOP

・図示

・図示

・　ムクフローリング　14d　（A-008内装材凡例参照）

・ 0.5

下葺き材　※アスファルトルーフィング940

　　・図示

    かわら葺き

    板葺き

　　の表面仕上

　　ム及びアル

　　ミニウム合

　　理

　　金の表面処

カラーガルバリウム鋼板立平葺き

ステンレス板張り

軒先一文字瓦

004特記仕様書-4

・0.4 ・仕上塗料（※カラー・シルバー）

・非歩行



・外装厚塗材Ｅ

・厚付け仕上塗材

・内装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｃ

　　り

　　リング材塗

　　し仕上げ

　　ートの直均

10セメント系

・京壁状じゅらく・内装薄塗材Ｗ

・砂壁状・外装薄塗材Ｓ

・ゆず肌状　・さざ波状　・凹凸状・防水形外装薄塗材Ｅ

・砂壁状　・ゆず肌状　・さざ波状・可とう形外装薄塗材Ｅ

　砂壁状じゅらく・内装薄塗材Ｅ

・砂壁状　・着色骨材砂壁状　・平滑・外装薄塗材Ｅ・薄付け仕上塗材

仕上げの形状等呼び名種　類

（15.7.2）（15.7.1表）

　　仕上げ
５．仕上塗材

備　考厚さ（mm）材　料施工箇所
４．セルフレベ

（15.6.1表）（15.6.5）

※6.2.4表による　　・図示による３．床コンクリ （15.5.1）

（15.2.2）

　　　※監督員の承諾する製作所

防水剤

　　　※監督員の承諾する製作所

吸水調整材
　　塗材料
２．モルタル

　認定表示のあるもの

※屋内の壁及び天井の仕上材は、防火材料又は建築基準法に基づく基材同等の１．防火材料

・　図示

・図示による

鉄骨見え掛

鉄骨見え掛

　　木

　　ウム製笠

　　タラップ

　　めっき

　つや消し
・シルバー

・図示

・吊り天井補強：国土交通省指針に準じる。

雪止め・屋外階段

製造所：

・0.9m程度

※1.3m程度

　　　

　・3.0

　・2.2

　・1.5

・400形

・225形

・150形

固定間隔板厚（mm）

（14.7.2）（14.2.1表）（14.7.1表）

納まり図による。
（寸法）については、
の仕様による。種類
等の役物は本体製造所
隅角部及び突当たり部

・B-2種

※B-1種

備　考表面処理種　類

７．アルミニ

（14.6.2）（14.2.1表）

伸縮調整継手　　※設けない　　　・設ける（施工箇所は図示）　（14.7.3）

　B-2種
・電解２次着色

図示

図示

表面処理厚(mm)寸　法

※アルミ

材　種

※プレス

・ロール

　・パネル形

形　状

・押出

製　法

・スパンドレル形

　　板張り
６．金属成形

亜鉛メッキ　内部　※C種　・SOP

※研磨無し　　

※B-2（　　　）・B-1（シルバーつや消し）

　　　　　　内部　※E種　

亜鉛メッキ　製造室　※C種　

・SOP　　  　

※HL程度　　・鏡面仕上　　

　・鉄

　※ステンレス（SUS304）

　・アルミ

　・鉄（塗装）

　※ステンレス（SUS304）

・タラップ

・手すり

表　面　処　理材料の種別種　類

( 14.8.2)(14.8.3） 

・F種

５．手すり及び

　　　　　　　※14.4.4　（ｇ）による補強　・図示　　・無し

・屋外の天井ふところが1.0m以上の補強

・インサート　※断熱インサート　　・一般インサート　　天井下地
４．軽量鉄骨

・E種

・D種

・C種

・B種

・A種

電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

施　工　箇　所種　別表面処理方法

( 14.2.3)(14.2.2表） ３．鉄の亜鉛

・ユニット仕様
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千曲市
本社　長野市青木島町 

　　　青木島乙516-1　OTビル2F 一級建築士　大臣登録　第217782号　夏目　淳

一級建築士事務所　長野県知事登録 (長野)A第64282号

　夏目　淳
　第826号
設備設計一級建築士
　第217782号
一級建築士

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事
A1:

A3:

NS

NS
Ａ

・スタッコ一部じゅらく・複層仕上塗材 ・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＥ

・軽量骨材仕上塗材 ・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

　耐候性　※３種

　上塗材

　　溶媒　※水系　　・溶剤系

　　樹脂　※弾性アクリル系樹脂

　　外観　※ツヤ有り　・ツヤ無し

　　　　　・メタリック

　防水形の増塗材　※行う

・砂壁状

・平たん状

※仕上色選考において900角3種類程度の見本塗りを行う。

・ウレタン系吹付けタイル　使用箇所：

・全光型光触媒防汚コート：SGコートクリア同等品以上（一部ガラス、サッシ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(製造所：クリエイティブライフ同等品）
・図示（弾性品）　使用箇所：外壁

１．アルミニ
　　　ウム製建

　　具

２．網戸

３．鋼製建具

４．鋼製軽量

　　製建具
５．ステンレス

６．自動ドア
　　開閉装置

７．木製建具

8．建具用金物

・図示

外部に面する建具 （16.2.1表）

表面処理　・Ｂ－１　　※Ｂ－２（・濃いブラウン系　※ブラック　・ステンカラー）

屋内建具

表面処理　・Ｂ－１　　※Ｂ－２（・ブラウン系　※ブラック　・ステンカラー）

（14.2.1表）

（14.2.1表）

防虫網 （16.2.3）

形　　式　※外部可動式　　・内部可動式（プリーツ）・固定式

簡易機密扉の簡易気密型ドアセット性能値　　　　　　　　（16.3.2）（16.3.1表）

　　※適用する　　・適用しない

製品の寸法許容差（但し書きの建具）　　　　　　　　　　（16.3.4）

　　※製造所標準製作規定寸法許容差による　　・JISA4702,4706による

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値　　　　　　　　(16.3.1表)（16.4.2）

　　※適用する（※Ａ－３　・　　　　）　　・適用しない

製品の寸法許容差（但し書きの建具）　　　　　　　　　　（16.5.4）

　　※製作所標準製作規定寸法許容差による　　・JISA4702,4706による

表面仕上　※ＨＬ仕上げ　　・鏡面仕上げ　　　　　　　　　　　（16.5.4）

曲加工　　※普通曲げ　　　・角出し曲げ　　　　　　　　　　　（16.5.5）

製造所　；

　　　　　　　　　　　　　　　　　（16.8.3）(16.8.1表) (16.8.2表)（16.8.3表）

網の種別　・合成樹脂製　　・ガラス繊維入り合成樹脂製　　・ステンレス製（24メッシュ）

耐風圧性種別 気密性 水密性 枠見込(mm) 施工箇所

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６ Ａ－４ Ｗ－５

Ａ－３ Ｗ－４ 70

100

図示

100
・ユニット仕様

　　建　　具

・ユニット仕様

開閉方法 寒冷地仕様

※スライディングドア

・スイングドア

※熱線スイッチ

・マットスイッチ

・光線スイッチ

・光電スイッチ

・電子マットスイッチ

・音波スイッチ

・フットスイッチ

※適用する

＊適用しない

かまち戸の樹種　　かまち（スプルス程度）　　　　　　　　　　　（16.6.2）

ふすまの上張り　　※鳥の子　・新鳥の子程度　・ビニール紙　 (16.6.3表)

マスターキー　　　※作成する　　・作成しない（同一キー）　（16.7.4）

※ホルムアルデヒド・VOC対策を行う。

・既存施設マスターキー状況の調査（可能な限り既存施設と併用可とする）

（16.7.4） （16.7.2）（16.7.1表）

種　類

丁番

モノロック

金属製建具用 木製建具用

本締まり付モノロック

シリンダー箱錠

シリンダー本締錠

ドアクローザー

棒鍵錠

ピポットヒンジ

フロアヒンジ

レール

レバーハンドル

※ステンレス　・亜鉛合金

※ステンレス　

※アルミニウム合金

※ステンレス　・黄銅

※ステンレス　・亜鉛合金

※ステンレス　・亜鉛合金

※ステンレス　

※ステンレス　

※ステンレス　

※ステンレス　

※アルミニウム合金

※ステンレス　

※ステンレス　・亜鉛合金

※ステンレス　

※ステンレス　

※ステンレス・木製・亜鉛合金

※ステンレス　

※ステンレス　

※ステンレス　

※ステンレス　

※ステンレス　

※ステンレス　

※CP認定シリンダー錠とする。（美和ロックU9シリンダー同等以上）
※取手、鍵等取付位置は施工時協議による。

９．ガラス

12．重量シャ
　　ッター

13．軽量シャ
　　ッター

14．オーバー
　　ヘッドド
　　ア

10．ガラス
　　とめ材

11．ガラス用
　　フィルム

・合わせガラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16.13.2）・図示

品　種

※フロート合わせガラス

構成種類

・網入磨き合わせガラス

・フロート合わせガラス（和紙ガラス）

・熱線吸収、フロート板合わせガラス

・網入磨き、フロート板合わせガラス

・網入磨き、熱線吸収板合わせガラス

・強化ガラス

材料板ガラスによる種類

・フロート強化ガラス

・型板強化ガラス

種　　類

※フロート板強化ガラス ・熱線吸収板強化ガラス

※型板強化ガラス

・熱線吸収板ガラス

品　種 色　　調

※熱線吸収フロート板ガラス ・ブルー　　・グレー　　・ブロンズ

・グレー　　・ブロンズ・熱線吸収網入磨き板ガラス

・複層ガラス

品　種 板ガラスの組み合わせ

・断熱複層ガラス ・熱線反射板板ガラス、フロート板　複層ガラス

・熱線吸収板ガラス、フロート板　複層ガラス・日射熱遮へい複層ガラス

・網入磨き板、フロート板　複層ガラス

・学校用強化複層ガラス

・熱線反射板ガラス

品　種 色　　調

※熱線反射ガラス ※内面・外面

・内面・高性能熱線反射ガラス

反射皮膜面

・ブルー　・グレー

・ブロンズ・シルバー

映像調整

※行わない

・行う

・倍強度ガラス

材料板ガラスによる種類 色　　調

※倍強度フロート板ガラス

・倍強度熱線吸収板ガラス ・ブルー　・グレー　・ブロンズ　

・ガラスブロック　　※JIS　A5212による

寸法（mm） パターン

※クリア　・熱線反射

・乳白　　・カラー（　　　）

色　調

・格子状

・

防火認定

※無し

・２種防火戸

・学校用強化ガラス ※フロート板強化ガラス

・LOW-Eガラス

※トップライトは遮熱型LOW-Eガラスとする。

・図示

・図示

・ポリカーボネート板

（カーテンウォールのみ）

建具の種類 色　　調

アルミニウム製

鋼製及び軽量鉄製

ステンレス製

※シーリング材　　　・ガスケット（Fix部はシーリング材）

※シーリング材

※シーリング材

但し、防火戸は建築基準法に基づく防火性能認定品とする

名　　称

※内張り　・外張り 紫外線カット率99％以上

（16.13.2）（9.6.1表）

場　所 性能等

※紫外線カットフィルム

・図示

開閉方式　　※上部電動式（手動併用）　　・手動式　　　（16.10.1表）

一般重量シャッターのシャッターケース

　　　　　　※設ける　・設けない　　　　　　　　　　　（16.10.2）

開閉方式　　※手動式　・上部電動式（手動併用）　　　　（16.11.1表）

スラットの形状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16.11.4）

　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

ガイドレール等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16.11.2表）

　※鋼板製　　・ステンレス製SUS304（厚さ1.5mm）

セクション材　　※スチールタイプ　　・アルミニウムタイプ（16.12.2）

　　　　　　　　・ファイバーグラスタイプ

製造所：住友3M同等品

16．木製学校
　　用間仕切

仕様
・図示

製造所
文化シヤッター　山金工業　小松ウォール　同等以上

開閉方式　　※バランス式　　　・チェーン式　　・電動式　（16.12.2）

収納形式　　・スタンダード形　・ローヘッド形　　　　　　（16.12.2）

　　　　　　・ハイリフト形　　・バーチカル形

ガイドレール　　　　　　　　　　　　　　　　（16.12.3）（16.12.1表）

　　　　　　・鋼板製　　※ステンレス製SUS304

・

１．メタル
　　カーテン
　　ウォール

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS14による。

カーテンウォール材料の種類

種　　類 規　格　等

※アルミニウム製

・アルミ＋木　複合製

・

※16.2.3のアルミニウム製建具の材料による

カーテンウォールの方式

　・方立方式

　・バックトランザム方式

　・バックマリオン方式（・単純２辺支持構法　・　SSG構法）

　・パネル方式

　・スパンドレル方式

　・小型パネル組み合わせ方式（・ノックダウン方式　・　ユニット方式）

シーリング材及びガラス取付材料　　　　　　　　　　（17.2.2）（9.6.2）

被着体の組合せ
シーリング材の種別

記号 主成分による区分 耐久性による区分

金属
金属

石、タイル

ガラスガラス

　※上記以外のシーリング材の種類は9.6.1表による。

構造用ガスケット　※適用しない　　　　　　　　　　　　　　（17.2.2）

断熱材　　　　　　※適用しない　　　　　　　　　　　　　　（17.2.2）

製品の寸法許容差　※22.2.1表による　　　　　（17.2.3）（17.2.1表）

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による。

　　　　　　　　　・適用する　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　・適用する（種類：　　　　厚（mm）施工箇所　※図示）

・Ａ－１種　・Ｂ－１種

・Ａ－２種　・Ｂ－２種

種　別

・Ｄ種

色　彩　等

※ブラック　・ブラウン　・ステンカラー

無着色（シルバーつや消し）

塗装材料（　　　　）焼付方法（　　　　）コート（　　　　）ベーク

耐風圧性能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17.1.3）

　性能値　※建築基準法施工令第87条及び建設省告示第109号に定められた風圧

　　　　　　力に対して安全であること。

　　　　　・正圧　　　　kg／m2以上及び負圧　　　　kg／m2以上に対して安

　　　　　　全であること。

主要部材のたわみ

支点間距離（ｈ）

※４m以下

・４mを越える

※±（1/150）×ｈ

　かつ絶対量20mm以下

※各部の破損、残留変形、有害

　な、変形が起こらないこと

たわみ量 状　　態

耐震性能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17.1.3）

設計用震度　　　水平方向（KH）　※1.0　　　

構造種別 層間変位量（h=支点間距離） 状　　態

鉄骨造

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

±（1／100）×以上

±（1／200）×以上

※部材の脱落、ガラスの
　破損及び主要部材に有
　害な歪みが起こらない。
　シーリングは補修程度。

　　　　　　　　垂直方向（KU）　※0.5　　　

水密性　　・Ｗ－４　・Ｗ－５　・　　　　　　　　　　　　　　　（17.1.3）

気密性　　・Ａ－３　・Ａ－４　・　　　　　　　　　　　　　　　（17.1.3）

耐火性能　※適用しない　　・適用する（　　時間、施工箇所：図示）

映像調整　適用は16章建具工事の13節ガラスによる。

製造所　；YKK同等品

特記仕様書-5 005
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千曲市
本社　長野市青木島町 

　　　青木島乙516-1　OTビル2F 一級建築士　大臣登録　第217782号　夏目　淳

一級建築士事務所　長野県知事登録 (長野)A第64282号

　夏目　淳
　第826号
設備設計一級建築士
　第217782号
一級建築士

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事
A1:

A3:

NS

NS
Ａ

　シーリングは補修程度
　害な歪が起こらない。
　破損及び主要部材に有
※部材の脱落、ガラスの

±（1／200）×ｈ以上

±（1／100）×ｈ以上

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

鉄骨造

状　態層間変位量（ｈ＝支点間距離）構造種別

　　　　　　　垂直方向（KV）　※0.5　　

　設計用震度　水平方向（KH）　※1.0　　

耐震性能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17.1.3）

　　　　　　　であること。

　　　　　　・正圧　　　kg／m2以上及び負圧　　　kg／m2以上に対して安全

　　　　　　　圧力に対して安全であること。

　　性能値　※建築基準法施工令第87条及び建設省告示第109号に定められた風

耐風圧性能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17.1.3）

・パネル目地部

・取付ブラケット

・ファスナー部

規格等種　別施工部位

耐火材料

表面仕上　※（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による

製品の寸法許容差　※17.3.1表による

　　　　　・適用する（種類：　　　厚さ（mm）：　　　施工箇所　　※図示）

断熱材　　※適用しない

＊上記以外のシーリング材の種類は9.6.1表による。

耐久性による区分主成分による区分カーテンウォール板間目地 記号

シーリング材の種別施工箇所

シーリング材料

※上記以外はカーテンウォール製作所の仕様による。

　 ※ A種 　 　

　 ※ A種 　 　

　 ※ A種 　 　

　※ステンレスボルト

　 ※ A種 　 　

　※Ｅ種　　

　※Ｅ種　　

　※Ｅ種　　

　※Ｅ種　　

　※Ｅ種　　

レベル調整ボルト

取付ボルト

２次ファスナー

PC版打込取付ボルト

PC版打込金物

外　部内　部金物種類及び部位

取付金物の表面処理（鉄の亜鉛メッキ）及び材質　　　（14.2.3）（14.2.2表）

鉄筋　　※SD295A　　

所用スランプ（cm）設計基準強度（Fo）コンクリートの種類

　・下表による（ただし、下表以外は17.3.2による）

　※22.3.2による

コンクリートの種類及び品質

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS14による。
　　ウォール
２．PCカーテン

・Ｆ☆☆☆☆表示品　 クリア塗装
7．打放し面

・「Ｆ☆☆☆☆」表示品
　 CL等
6．SOP,VP,UE

5．EP

　「Ｆ☆☆☆☆」表示品
・水回りはGEP（防汚・防かび仕様）JISK5660つや有とする。
・JISK5663 1種、「Ｆ☆☆☆☆」表示品

塗布量　　　主剤２回塗りとし、総塗布量は0.25kg／m2以上とする

仕上種別　　コーティング（ローラー刷毛塗り）

材　質　　　水性アクリル系樹脂塗料（※標準色　・　　　　）
　　塗料塗り
４．防塵用

・Ａ種（継目処理工法）　※Ｂ種

・Ａ種　　・Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　塗り工法に対応する

・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種

その他のボード面
石膏ボード及び

・Ａ種　　※Ｂ種

押出成形セメント板面
コンクリート及び

コンクリート及びALC面

モルタル及びプラスター面

亜鉛メッキ面

鉄　面

木　部

種　　別

（18.2.2）（18.2.1表）～（18.2.7表）

　　ごしらえ
３．素地

※日本塗装工業会の会員　　・監督員の承諾する業者２．塗装業者

　等の認定表示のあるもの。

１．防火材料 ※屋内の壁及び天井の塗装仕上げ材は、防火材料又は建築基準法に基づく基材同

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示（一部帯電防止タイプを有する）

・図示

・耐薬品製塗り床

・共通「Ｆ☆☆☆☆」表示品

※製品・接着剤はJIS「Ｆ☆☆☆☆」表示品とする。

・弾性ウレタン塗り床

・発泡層のあるもの

※製品・接着剤はJIS「Ｆ☆☆☆☆」表示品とする。

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）

※薄膜流し展べ仕上げ

　　　　　　　　　
　環境ホルモン対応型　　
※後色付タイプ10ｄ　300角

　　塗り床
５．合成樹脂

高さ（mm）　※60　　・75　　・100　　・330（階段ささら）（19.2.2）

・エポキシ樹脂塗り床材

・ゴムチップタイル舗装

種　別

　　幅木
４．ビニール

（19.4.2）（19.4.1表～19.4.7表）

厚　さ　　※2.0mm　　・4.0mm　　・4.5mm

性　能　　体積抵抗値（JISK6911による）1.0×1059　Ω以下

種　類　　※コンポジションビニール床タイル　・　　　　　　（19.2.2）　　タイル張り
３．帯電防止床

・

・3.0　・5.0

※ 2 . 0　

・ 2 . 0　

備　考厚さ（mm）

・ゴムタイル（ラバータイル）

・ホモジニアスビニル床タイル

※コンポジションビニール床タイル

・コンポジションビニール床タイル（半硬質）

種　類

（19.2.2）
　　タイル張り
２．ビニール床

※仕様は外部仕上表の凡例による

工　法　　　※熱溶接工法　　・突付　　　　　　　　　　　　（19.2.3）

・2.0　・2.8

備　考厚さ（mm）色　柄

・

・図示

種　類

　　　　　　　　　　　　　（19.2.2）

　　シート張り
１．ビニール床

・石膏ボード 9.5　12.5　15.0　

　製造所：日東紡チャンネル受け体育館仕様（ルナトーンシステム）同等品

※共通：Ｆ☆☆☆☆仕様

製造所：

※5　・6・フレキシブルボード

※5もしくは6（不燃）アルミジョイナー・化粧フレキシブルボード

※有　・無

仕上塗料

（Ｆ☆☆☆☆仕様）

※接着（根太工法）

工　法

※メーカー仕様
　
※合板フローリング

樹　種

　　　　　　　　　　　　　（19.5.2～18.5.7）（19.5.1表～19.5.4表）

種　別
　　ング張り
８．フローリ

・グラスウール吸音ボード32kg/m3

厚さ（mm）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19.7.1表）

種　類

７．吸音板

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材※アクリル系シーリング材（9.6.1表）

JISK6903による　　厚さ1.2

JISK6903による　　厚さ3.0

模様（※柾目　・板目）専用下地材付

12.5（不燃）　幅440程度

9.5（準不燃）

・7　　・9.5

12.5（不燃）15.0（不燃）21.0（不燃）

9.5（準不燃）12.5（準不燃）12.5（不燃）

9.5（準不燃）　12.5（不燃）

・凹凸タイプ（※12　・15　・19　・　　　）　

※フラットタイプ９（不燃）

・凹凸タイプ（※12　・15　・19　・　　　）

※フラットタイプ（※９　　・12　　　・　　）

タイプ２（無石綿）※6　※6（有孔）・8　・図示

・15　　・20　　・25　　・図示

・15　　・20　　・25　　

・ポリエステル化粧合板

・メラミン樹脂化粧板

　解化粧石膏ボード（木目）
・ホルムアルデヒド吸収分

　分解化粧石膏ボード
・ホルムアルデヒド吸収

・石膏ラスボード

・強化石膏ボード

・シージング石膏ボード

　解石膏ボード
・ホルムアルデヒド吸収分

（軒天井用）

・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール化粧吸音板

・ケイ酸カルシウム板

厚さ（mm）規格等

・高圧木毛セメント板

・難然木毛セメント板

種　類

　　　（19.7.2）（17.7.1表）

　　ボード張り
　　その他
６．石膏ボード

　　・図示

（静電タイプ）

化学畳t＝60

　　・図示

・リサイクル対応品；サンゲツ同等品

休憩室

・20　・15

・断熱材補修部分

・図示

表面仕上は内装壁に準ずる。
スチールパーテーション

※製品・接着剤を含めてＦ☆☆☆☆仕様

　　　　　　
　　　　　・一部法定準不燃加工（監督員の承諾を得る）

※建具廻りは発泡ウレタンを充填する。

※防汚タイプ、防炎品※製品・接着剤共Ｆ☆☆☆☆仕様

※Ｆ☆☆☆☆仕様

※汚れ防止タイプ、防カビタイプ

JIS適合品

・不燃品

　　床下地材
16．ネダフォーム

15．浴室天井材

（パーテイション）

13．断熱材

・グリッパー工法

※全面接着工法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19.7.1表）

種　　別適用箇所

11．畳敷き

※不燃・準不燃

品質等

・・・・・

・・・・・

・・・・・

無機質化学繊維ビニル織物紙
防火性能の級別

壁紙の種類
施工箇所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14.8.2）10．壁紙張り

　　　　　　の製品）

　　　　　　合センターの指導を受けた県内工場で監督員が承諾した加工工場

材　種　　・唐松9d９．単板羽目板

　　

フローリング類下地　厚さ（mm）　・33　　※40　・65　・図示

畳下地　　　　　　　厚さ（mm）　・33　　※40　・65　・図示　　

・硬質塩ビ製

・100

※300

・100

※200

準不燃品

・準不燃品

・木目調

※塗装品

・アルマイト処理品

※焼付塗装品
製造所の標準品とする
回り縁は樋付とし※アルミニウム製

幅（mm）性　能表面仕上 備　考材　質

市販売

製造所　文化ｼｬｯﾀｰ、小松ウォール、コマニー同等品

4mm

・105

・60

・スタッドパネル式

備　考
厚さ（mm）
表面材種

総厚さ（mm）
パネル部の

・スタッド式

構造形式

※パネル式

14．可動間仕切

※難燃３級

　　　　しないもの
　特定フロンを使用

　　　　しないもの
　特定フロンを使用

・20

・50

※30

・50

・25・30

・外部より1ｍの鉄部

・RC裏面

・屋上部

・土層接地スラブ下面

・一般部

（皮付き）

※３種ｂ

※２種ｂ

　　（現場発泡断熱材）
　　　　　断熱材
・吹付硬質ウレタンフォーム

　保温板
　フォーム
　ポリスチレン
・押出法

品質等厚さ（mm）施工箇所種　類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （19.9.2）(19.9.3)

・1059Ω以下

※適用しない※Ａ種　　・Ｂ種

備　考電気抵抗値（Ω）種　別

・カットパイル

パイル形状

※ループパイル

・タイルカーペット　　　　　　　　　　　　　（19.3.3）（19.3.1表～19.3.2表）

・

※４

※ ４ ～ ６ 　

※ ５ ～ ７ 　

備　考工　法パイル長さ（mm）

帯電性　人体耐電圧　※３kv以下

・カット、ループ併用

・レベルループパイル

・マルチレベルループ

　パイル形状

・カットパイル

・タフテッドカーペット　　　　　　　　　　　　　　　（18.3.3）（18.8.4表）

　帯　電　性　　人体耐電圧　※３kv以下　　

　色　　　柄　　・単一色（無地）　・柄物（標準品）　

　パイル形状　　・カットパイル　・ループパイル　・カット、ループ併用

　種　　　別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　　　　　 　　　　（18.8.1表）

・織じゅうたん（図示）　　　　　　　　　　　　　　　（18.8.3）（18.8.4表）
　　敷き
12．カーペット

管理棟床

・図示

　　・図示

　　・図示

    ボックス

    びカーテン

    ボックス及

    ロールスク
    リーン

　　・図示

　　・図示

・図示（・木製　　・スチール）

1800×900

1800×900 無地

※曲面　・スクリーン付引分け

※緑　・黒

※緑　・黒

※白

※白※ホーロー
　　ボード
・ホワイト

・黒板

備　考色　彩寸法（mm）種　類　　ボード
　　ホワイト
11．黒板及び

・電動ロールブラインド：

・ロールブラインド（ロールスクリーン）

3階床

・・・・・

・・・・・

・図示（・木製　　・スチール）

・市販品（アルミニウム製　押出し型材）10．ブラインド

　　　　　　　　　　　　　　　用とする。）
形　成　・片引き　・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重掛け及び重量

　　レール
９．カーテン

形式

手引ひも電動引分
ひだの種類名称品質

装置

片引
施工箇所

８．カーテン

・80　　・100

※ 2 5　 　

※アルミスラット　・クロススラット

※アルミニウム合金

スラットの材種スラットの材種

・縦型

※横型

形式

７．ブラインド

製造所：文化シャッター、コマニー（ｾﾝﾀｰﾋﾝｼﾞ型）同等品

　　　　　　　　・メラミン化粧合板
表面仕上げ材　　※ポリエステル樹脂化粧板（コーナーエッジ付）　　ブース

６．トイレ

　　　　　　　　　　　　・有り（※固定式　・可変式；施工箇所は図示）

空調用吹出しパネル　　　※無し

配線取り出し用開口　　　※対応品又は工場加工品（施工箇所は図示）

　　　　　　　　　　　　　コンセントの箇所数は図示

　　　　　　　　　　　　（コンセント本体は別途、電気設備工事）

コンセント等の取付対応　※製造所の標準仕様

スロープ及びボーダー　　※製造所の標準仕様　　　・図示

表面仕上げ材の品質・規格等は18章内装工事による

・タイルカーペット

・帯電防止ビニル床タイル

・合板フローリング

・帯電防止ビニル床タイル

表面仕上げ材

・0.6Ｇ

・1.0Ｇ

・0.6Ｇ

・1.0Ｇ

適用地震時水平力

・

・図示

・溝工法

・パネル工法

・溝工法

・図示

設定高さ（mm）構　法施工箇所　　フロア
　　アクセス
５．フリー

・図示

・ビニール製ハンドレール（幅≒50mm）

※集成材クリアラッカー仕上げ（市販品　径≒45mm）
　　手すり
４．階段

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20.2.14）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20.2.12）

足形状　　※足金物型　　・幅木型

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20.2.5）

取付工法　　　※接着工法　　・埋込み工法

幅（mm）　　※35　　・図示

　　　　　・ステンレス製ビニルタイヤ無し

　　　　　　両端フラットエンド　・無　※有（・ステンレスSUS304※ビニル製）

形状　　　※ビニルタイヤ入

材種　　　※ｽﾃﾝﾚｽSUS304　　・ｱﾙﾐ製　　・溝掘り着色　・ゴム製　　（20.2.6）
　　滑止め
３．階段

形状　　　・差込式　　・据置式　　・壁張り式　　・水膨張ジェルタイプ２．止水板

※ 20× 10　　

シーリング材（内外とも）

※20× 10　　

製造所

シーリング材（見え掛かりのみ）

外壁（幅×深さ）内壁（幅×深さ）

目地寸法（mm）

目地材

目　地

・無し

・有り

・非耐火型

・耐火型※完全（全貫通型）スリット

・水平方向

・垂直方向

防水性能耐火性能タイプ方　向
　　スリット
１．耐震

特記仕様書-6 006

・無地　　・マーブル柄

・柄物　　・無地

・発泡層のないもの ・2.0

・ロックウール吸音ボード１号

・25　　・50

・25

製造所　

製造所

・50未満

・50未満

・製造所：　　　　　

・ロールブラインド：

材　質　・アルミニウム製　　　・ステンレス製　　　　　　　　　（20.2.14）

・ドロープ　

・レース　 製造所：

　溝幅×深さ（mm）　・90×150　　・120×80　　

　色彩　　　　　・Ｂ－１　・Ｂ－２（※ブラウン系・ブラック・ステンカラー）

※焼付け



　　・図示

・移設

　　・図示

　　・図示

　　・図示

　　※図示

　　※図示

　　物置
57．プレハブ ・　図示

・図示

・図示

※TOTO同等品とする

・折畳みコンパクトタイプベビーチェア　YKA11

・ベビーチェア　　YKA12
　　チェア
51．ベビー

・　仕様：図示
　　ゲート
56．正門

55．傘立て

・図示

　　ハンガー
54．テレビ

53．観客席

　耐荷重は　490kg/m2　以上とする

JIS　A　6519に準ずる

鋼製根太下地(床組式)とする
　　床組
52．ステージ

　　　　　　
※図示
　　　　　　
※浸透角桝：コンクリート二次製品、底部ゴミフィルター付き

６．路盤材料

　　験
　　め度の試
５．路床締固

　　試験
　　支持力比
４．路床土の

　　料
　　処理用材
３．路床安定

　　の材料
　　凍上抑制層
２．遮断層及び

　　いる材料
１．盛土に用

　　及び浸透桝
４．浸透管

※Ｂ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21.2.3）（3.2.1表）３．埋戻し土

上面形状メンバーピッチ適用荷重種　類形　式材　質

グレーチングふた

・Ｔ－20用

・Ｔ－６用

・Ｔ－２用

・簡易気密形（パッキン式）・中蓋付密閉形

適用荷重種　類

・水封形　　　　　　　　　・密閉形（テーパー・パッキン式）

鋳鉄製マンホールふた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21.2.2）
　　及びふた
２．排水桝

Ｂ形（ゴム接合）

※ＶＰ　・ＶＵ

外圧管（※１種　・２種）

管形状（接合方法）管の種類

※硬質塩化ビニル管

材　種

・遠心力鉄筋コンクリート管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21.2.1）（21.2.1表）（21.3.3）１．排水管

・透水性舗装部分は、クラッシャラン（C-20）とする。

・クラッシャラン（C-40）又はクラッシャランスラグ（CS-40）

※再生クラッシャラン（RC-40）　　　　　　　　　（22.3.3）（22.3.1表）

※行う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22.2.5）

※行う（※乱した土　　・乱さない土）　　　　　　　　　　　（22.2.5）

　添加量　　　　　kg／m3　※監督員と打ち合わせとする。

　　　　　・生石灰（　　　　）　　　　・消石灰（　　　　）

　種類　　・普通ポルトランドセメント　・フライアッシュセメントＢ種

※添加材料による安定処理　　　　　　　　　　　　　　　　（22.2.2表）

・凍上抑制層　※切込砂利　　　　　　　

・遮断層　　　※川砂又は良質な山砂　　・　　　 　　　　　（22.2.3）

・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種　　　　　（22.2.3）（3.2.1表）

　設備図参照

　・ 玄関両脇一対

　・ 図示

　・ 図示

　・ 図示

場　　所　・図示

場　　所　・図示

場　　所　・図示

　・ 図示

　・ 図示

（20.2.4）

・　製造所（磁器質タイル（300・注意喚起用））：ＩＮＡＸ同等品

・　図示の範囲（ラワン合板12dの上掲示クロス貼り）

（20.2.3）（20.2.4）

60

※TOTO　マーブライトカウンター（アンダー取付タイプ）同等品

化粧仕上げ型

　誘導用及び注意喚起用床材　　※有り　　・無し

製造所　小松ウォール、コマニー同等品

表面仕上げの壁紙張りの品質は19章内装工事による

・ 壁 紙 張 り

・ 壁 紙 張 り

・焼付塗装

・焼付塗装

・

・

※鋼板

※鋼板

・遮音タイプ

・一般タイプ

施工箇所表面仕上げ表面材厚さ（mm）遮音性能による区分22．移動間仕切

鍵　　　　　ボルト固定タイプ（密閉型）

鍵　　　　※無し　　　　　　・有り

製造所：ナカ工業同等品

材　　質　　アルミニウム製（※額縁タイプ　・目地タイプ　・押入内額付き板）
　　点検口
15．天井

高　　さ　※FL＋2000　　　・天井まで
　　　
材　　種　※ステンレス製 ・木製(図示) ・アルミ製 ・タイル役物( ﾄｲﾚ) ・塩ビ製

　　ガード
14．コーナー

製造所

材　　質　※粘土　　　・アルミナセメント

最高温度　※400℃

工　　法　※こて押え　　　　　　　　　　　　　　
　　ライニング
13．煙突

製造所

誘導標識　　非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

　　　　　　　・無し

衝突防止表示　※図示(市販品　※シート貼り≒30φ　・　　　)(20.2.10)12．表示標識

製造所：カネソウ同等品

材　　質　　※ステンレス製　・アルミ製16．床点検口

　　　　　・ステンレス＋樹脂製（ステンレス製受枠）

材　種　　ステンレス製SUS30426．旗竿受金物

製造所　杉田エース同等品

固定方法　・埋込式　　・ベース式　　・ハンドル式

操作方法　※ハンドル式　　　　・ロープ式

地上高さ（m）・7　　・8　　・10　　・12

形　式　　※テーパー型　　　　　・同一断面型

材　質　　※アルミニウム合金製25．旗竿

屋　外　　・塩化ビニール製　　　 ※磁器質タイル（300）・インターロッキング

屋　内　　※塩化ビニール製　　・磁器質タイル（300）・ステンレス鋲

　　床材
　　注意喚起用
24．誘導用及び

奥行き（mm）　・≒450　　・≒600　　・図示による

材　質　　※人工大理石（品質※図示）・メラミン樹脂化粧張り（芯材：集成材）
　　カウンター
23．手洗

表面の材質　※塩ビ発泡シート貼　　　

枠の材質　　※アルミニウム製　　　　21．屋内掲示板

・図示

※市販品

　ッチンＩ型）
（セクショナルキ
※優良住宅部品

規格・品質等

 ※1200・900・ミニキッチン

ステンレス製※１級

バックガード※有り

トラップ付

適用内容

 ・ 900

 ・1500　

 ・ 600

 ・1500

種　類

・水切棚

・つり戸棚

（コンロ付）
・コンロ台

・流し台

種　類

　
　
　　ユニット
20．流し台

　　　　　・ステンレス製（受枠共）

　　　　　・ビニール製（ステンレス製受枠）

　　　　　・硬質アルミニウム製（受枠共）

材　質　　・塩化ビニール製（コイル状　ステンレス製受枠）

市販品　　マット
19．くつふき

形　式　　・30組用　　・60組用　　・60組用　　

市販品：杉田ＡＣＥ　ＳＵＳキーボックスKC-60（品番：161-102）同等品18．かぎ箱

※１種・２種・３種

水平荷重Ｉ又はII

JIS1040の規格による

JIS1039の規格による

・鋼製物品棚

・鋼製書架

備　考耐荷重による種類規格等種　類
　　及び物品棚
17．鋼製書架

22
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千曲市
本社　長野市青木島町 

　　　青木島乙516-1　OTビル2F 一級建築士　大臣登録　第217782号　夏目　淳

一級建築士事務所　長野県知事登録 (長野)A第64282号

　夏目　淳
　第826号
設備設計一級建築士
　第217782号
一級建築士

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事
A1:

A3:

NS

NS
Ａ

※電気コンロ・ガスコンロ

28．ピット蓋 ・配線用

床仕上げ材 受　枠 溝幅（w=mm） 備　考施工箇所

・塩ビタイル

・塩ビシート

・フローリング

・磁器タイル

・縞綱板

・アルミ製

・ステンレス製

・150

・200

・250

・300

・

・

・排水用

材　質 上面形状 タイプ施工箇所

※ステンレス製

・アルミニウム製

・スチール製

・鋳鉄製

※凹凸形細目

・平形

・プレート式

・縞綱板式

・グレーチング式

・

受　枠

※ステンレス製

・アルミニウム製

製造所

29．ユニット
　　バス

サイズ 壁仕上げ 浴　槽タイプ 備　考

・和　風

・洋　風

・1624

・1620

・1418

・1218

・1116

・0816

・タイル貼

・特殊パネル貼

・人工大理石

・いものホーロー

・ＦＲＰ

30．消火器
　　ボックス

材　種 扉 表　示タイプ 施工箇所収納本数

・埋込

・半埋込

・壁掛

・床置

・製造所　ユニオン　同等品

・ステンレス製

・アルミキャスト製

・真ちゅう製

・スチール製

・ＦＲＰ製

・無し

・有り

・文字表示

・絵、文字表示

・無

・２本

・１本

・

・

※図示

31．避難ハッチ 材　種

製造所：マツ六 避難ハシゴユレーヌＳＤ同等品（スライド式ハシゴ）

上　蓋 下　蓋 上　枠
備　考

・ステンレス製

・スチール製

・ステンレス製

・スチール製

・ステンレス製

・スチール製

32．避難器具 種　類 材　種 施工箇所 備　考

・はしご

・緩降機

・すべり台

・救助袋

・

・ステンレス製

・スチール製

・

製造所

33．物干金物 取付方法 材　種 収納方式 寸法（mm）

・天井

・壁

・ステンレス製

・アルミ製

・アルミダイカスト製

・タテ回転

・タテ回転スライド式

・ヨコ回転

（H=）・530・640・780

（L=）・380・450・550

製造所：杉田エース・スカイアームSA-700　ポール付同等品

・塩ビ鋼板

・定礎

材　種 寸法（mm） 文　字 表面仕上げ

※御影石

・銅板

・真ちゅう

・600×400 ・彫込

（※着色無・着色有）

・エッチング

（※凸形　・凹形）

・本磨

・ヘアライン仕上

・鏡面仕上

・焼付塗装

・図示

27．サイン ※図示

・下表による

種　類 材　種 寸法（mm） 取付方法 仕上げ

・室名札

・ピクト

・階数表示

・

・

・アルミ

・アクリル樹脂製

・

・

・

・80×300

・150×150

・200×200

・

・

・平付（固定式）

・平付（着脱式）

・突出（固定式）

・突出（着脱式）

・

・シルク印刷

・カッティング

・

・館名文字 ・ステンレス製

・銅製

・真ちゅう

・鋼板

・アクリル樹脂

・200×200

・400×400

・600×600

・図示

・箱文字直付

・箱文字浮し付

・

・

・

・ヘアライン仕上

・鏡面仕上げ

・焼付塗装

・塩ビシート貼

・

・アルミ

　　　シート貼

・シャワー ・ＴＯＴＯ

2階

・ 図示

・図示機械設備

・図示

一部電飾あり

・ 図示

・図示

・図示

・図示

34．郵便受 形　式 材　種 タイプ 受出口 錠 備　考

・集合形

・個別形

・ステンレス製

・

・一体形

・受口分離形

・一方形

・二方形

・無し

・ダイヤル錠

・ラッチロック錠

製造所：杉田ACE（SLポスト箱）同等品

35．ピクチャー
　　レール 取付方法 材　種 色　彩 荷重（kg） ランナー

・天井先付

・天井後付

・壁先付

・壁後付

・アルミ製

・ダイカスト製

・シルバー

・ホワイト

・ブロンズ

・20

・25

・30

・

※スライド式
　ｸﾘｯﾌﾟ付ﾗﾝﾅｰ@300以下

位置については天井伏図参照

36．EXP.J金物 材種　　　　　※ステンレス製（内部）　　・アルミニウム製（外部）

クリアランス　・50　　・100　　・150　　・200

耐火性能　　　・0.5時間　・1時間　・2時間

37．フェンス ※樹脂塗装メッシュフェンス　・ビニル被覆エキスパンドフェンス・アルミフェンス

・防音壁　　　　　　　　・スチールタテ格子フェンス

・

製造所：　　　　同等品

38．屋外
　　表示板

照明器具　　※有り　　・無し

施　　錠　　※有り　　・無し

図示

39．車止め
　　支柱 タイプ 工　法 材　種 チェーン スプリング

・ポール

・門形

・固定式

・着脱式

・収納式

・ステンレス

・アルミ合金鋳物

・擬石

・

・内蔵型

・無し

・付き

・無し

備　考

40．間知積 材　　種　　・コンクリート二次製品　・石（花こう岩）（20.4.2）（20.4.3）

種　　類　  ・２型　　・10型

質量区分　　・Ａ　　　・Ｂ

積み方　　　※谷積　　・布積

41．擁壁 種　　別　　・コンクリート二次製品　　・現場打コンクリート

42．砂利敷 種　　別　　※Ａ種　　・Ｂ種

材　　種　　・砕石　　・玉砂利

43．敷地
　　境界石

種　　別　　・Ａ種　　※Ｂ種

44．ユニット
　　シャワー

45．屋上丸環

46．屋上
　　点検口蓋

47．換気棟

　0816標準品（寒冷地対応・TOTO：低床シャワーユニットJSV0816同等品）

ステンレス製　国土交通省タイプ　　・図示

ステンレス製　TDH一60T　700角(菱光　同等品)

固定型アルミ　指定色

48．洗濯パン ・図示

49．手摺

Ｌ型　　　　　　T112CL1　700×600

可動　　　　　　T112CS2　l=700

可動（跳上式）　T112CH2　l=700

小便器用　　　　T112CU1　水平部位置調整のこと

50．ベビー
　　シート

・横使用ベビーシート　　YKA21

※左右使い勝手は現場にて再確認のこと
※全てTOTO同等品程度とする
※壁面取付部：□-100×100、0.8dＰＬ等補強材を入れる。

・縦使用ベビーシート　　YKA22

※TOTO同等品とする

ゴンドラ吊用　耐荷重300kg／ヶ所　以上

Ｉ型　　　　　　T110BM3　l=500・図示

背もたれ付アームレスト　　　EWC270R　

・図示

・図示

・図示

　　・　図示

　　・　図示

・ 図示

・ 図示

・ 図示

　　・　図示

フォークリフト
ガード用

・鋼製（溶融亜

・ステンレス製

　※受枠付

　・ﾎﾞﾙﾄ固定

　　＊無し

　　・有り

・溝ふた用

・桝ふた用

・かさ上用

・Ｕ字溝用

 ・歩行用 　※細目 　※凹凸形

 ・T-2用

 ・T-6用

 ・T-14用

 ・T-20用

　※普通目

　・細目

　※平形

　・凹凸形

　鉛メッキ品）

特記仕様書-7 007

製作所：

・図示　製作所：

・　製作所：

製造所　：朝日スチール(ARフェンス)　同等品



各工事間の関連を明記

実施・予定を含め前後
３週記入

下検査チェックリスト
添付

 竣工検査 ７日前まで

 毎月第１回打合せ日

 その月の前月の末日

内

各工事毎 その都度12.各工事検査願書

施工15日前８.使用材料一覧表

各種カタログ含む施工15日前７.使用材料承認願書

契約後速やかに

工事現場にも掲示

工事現場にも整備

契約後速やかに2.施工体系図

１.施工体制台帳

掛金領収書を提出1 契約後速やかに11.建設業退職共済制度

保険証書の写し
1 契約後速やかに10.火災保険等

受領書を提出1 契約締結後10日以 9.工事実績情報の登録

本工事の施工に伴う提出図面は 下記に定める他必要に応じ監督員と協議の上

作成するものとする。

　16 ．提出図書

Ｄ

2

2

3

2

2

17.竣工検査報告書

 その都度

15.工事報告書

16.施工自主検査報告書

各工事毎

各工事毎

各技能士証明書含

各工事毎

各工事毎

 その都度

 その都度

 その都度

施工15日前

施工15日前

契約後速やかに

契約後速やかに

13.月間工程表

11.工事工程写真

10.試験報告書

９.打合せ議事録

６.施工計画書

５.施工図・工作図

４.仮設計画・安全計画書

３.協力業者名簿

)
(

括
一

  A

平板及びレベル測量

A3版焼付2つ折製本

ネットワーク工程表

経歴書含む

控えとなるもの

 方法
 製本　

契約後速やかに

第１回に添付
工事報告書

契約後速やかに

契約後速やかに

部数

中
間
期
事
工

時
約
契

14.週間工程表

 8.現状の測量図

　 隣地現況写真
 7.着工前の敷地及び

 6.設計原図縮刷版

契約後速やかに

契約後速やかに

契約後速やかに

契約時

 5.工事請負代金内訳書

 4.工程表

　　主任技術者届

 3.現場代理人及び

 2.着工届

 1.工事請負契約書

備　　考提 出 時 期提　出　書　類

竣
工
時

 竣工時 提出日　日付け

Ａ
⌒
1
括
・

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策

23

植

栽

工

事

１

一

般

共

通

事

項

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事千曲市
本社　長野市青木島町 

　　　青木島乙516-1　OTビル2F 一級建築士　大臣登録　第217782号　夏目　淳

一級建築士事務所　長野県知事登録 (長野)A第64282号

　夏目　淳
　第826号
設備設計一級建築士
　第217782号
一級建築士

A1:

A3:

NS

NS
Ａ

再生加熱アスファルト混合物の種類　　　　　　　（22.4.4）（22.4.6表）

区分

表層

基層

※寒冷地域

※密粒度アスファルト混合物（13Ｆ）

・一般地域

※密粒度アスファルト混合物（13）

・細粒度アスファルト混合物（13）

・粗粒度アスファルト混合物（20）

シールコート　　※行わない　　・行う（施工範囲）　　　　　　　（22.4.5）

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　・行う　　　　　（22.4.6）

・細粒度アスファルト混合物（13Ｆ）

８．コンクリー
　　ト舗装

早強セメント　　※使用しない　　・使用する　　　　　　　　　（22.5.3）

注入材料　　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ

鉄　　筋　　　　※有り　　　　　・無し　　　　　（22.5.3）（22.5.4）

厚さ試験　　　　※行わない　　　・行う　　　　　　　　　　　（22.5.6）

９．透水性舗装 アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　・行う　　　　（22.6.6）

10．排水性舗装 アスファルト混合物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22.7.2表）

　　※改質アスファルトＩ型　　・改質アスファルトII型

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類　　　　　　　（22.7.3表）

適用時間

下記以外

冬　　期

種　類

ＰＫＲ－Ｔ１

ＰＫＲ－Ｔ２

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　・行う　　　　　（22.7.6）

（22.4.2）（22.4.1表）

※アスファルト舗装

舗装の種類

・カラーアスファルト舗装

・透水性アスファルト舗装

車道部の基層 カラー舗装の種類

※無し　　・有り

※無し　　・有り

※無し　　・有り ・

カラー舗装の着色骨材　　・有色骨材（焼成）　・着色骨材（樹脂被覆）

アスファルト　＊再生アスファルト　・ストレートアスファルト（22.4.3）

７．アスファル
　　ト舗装

　　・図示

　　・図示

　　舗装
種　類

※普通平板　・カラー平板

寸法（mm）

・洗出平板　・擬石平板

厚さ（mm）

※300角

・

※60

目地材 備　考

※砂

・モルタル

・インターロッキングブロック舗装　　　　　　　　　　　　　　　（22.8.3）

種　類 厚さ（mm） 備　考色彩及び表面加工等

※標準ブロック

・透水性ブロック

・既存部の復旧

・植生ブロック

車道部　※80　

歩道部　※60　

※80　　・100

※標準品（３色使用）

・ショットブラスト

・舗石舗装　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22.8.3）

※小舗石（花こう岩） ※ 80～ 100　

厚さ（mm）種　類 施工方法 規格品 備　考

※うろこ張り ※２等品

・既存工法に準ずる

　　・図示

11．ブロック系 ・コンクリート平板舗装　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22.8.3）

（1）改正基準法に基づき、完了検査対応書類（使用材料写真、施工写真等）の用
     意を行うこと。

※竣工時には建物引渡しに先立って、指示した室の揮発性有機化合物の室内濃度
　を測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督員に報告
　書を提出する。
　指針値を超えた場合その原因を究明し、汚染物質の原因となる建築材料を入替
　える、汚染物質の発生を低くするなど適切な処置を講じ、指針値以下に下がっ
　たことを確認の上引渡しを行うこと。

2．揮発性
　 有機化合物
   の室内濃度
   の測定

（1）測定化学物質

　※ホルムアルデヒド　※トルエン　※キシレン　※パラジクロロベンゼン
　※エチルベンゼン　　※スチレン

（2）測定ヶ所

　　　　 ヶ所

　※検査事項及び方法の詳細は文部科学省「学校環境衛生の基準」に準じる

4.改正基準法
   対応
（ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ
を放散する建築
資材についての
　 使用規制）

3．使用材料
　 の確認

（1）使用する内装材（塗装材、接着剤も含めて）について施工計画書：使用材料
　　　の添付資料として製品安全データシートを添付し、監督員の確認を得る。

1.環境への
  配慮

   1）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、

　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び
　　　壁紙は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

     

   2）保温材、緩衝材、断熱材は、ホルムアルデヒド及びスチレンを放散させ

　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。

     

     

   3）接着剤はフタル酸ジ-n-ブチル及びフイ去_ジ-2-エチルヘキシルを含有

　　　しない難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、
　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ない
　　　ものとする。

     

    

   4）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

　　　放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

     

   5）1）、3）及び 4）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、

　　　その他の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて

　　　少ないものとする。

　　　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおり

　　　とする。
     

   規制対象外

① JIS 及び JAS の Ｆ☆☆☆☆ 品

② 建築基準法施行令第 20 条の 7 第 4 項による国土交通大臣認定品

③ 下記表示のある JAS 適合品

   a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用

   b.接着剤等不使用

   c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料使用

   d.ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

   e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料使用

   ｆ.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

(1.4.１)化学物質を放散させる建築材料等

１．樹木の植栽
    基盤整備 ※行う　　　　　　　　　　　　（23.2.2）（23.2.3）（23.2.1表）（23.2.2表）

・12ｍ以上

・7から12ｍ

・3～7ｍ

・3ｍ未満

・芝、地被類

樹木の樹高 有効土層の厚さ（cm）

※100・120・150

※80・100

※60・80

※50・60

※20

※Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

※Ｂ種

工法 整　備　範　囲

・葉張りの範囲

　　（樹高７ｍ以上）

※植込み部分

・図示

※植栽範囲

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高

からを有効土層とする。但し、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤

高まで植え込み用土で盛り土を行う。

２．植え込み
　　用土

※現状発生土の良質土　　　・客土（※畑土　・黒土）　　　　　　（23.2.3）

３．土壌改良材 ※行う（※バーク堆肥（50L／m2）　・　　　　　　）（23.2.3）（23.2.4）

　　施工箇所　※植え込み部分　　　　・図示

４．支柱材 ※杉の焼丸太　　　・竹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23.3.2）

５．幹巻き用
　　材料

※幹巻き用テープ　　・わら及びこも　　　　　　　　　　　　　（23.3.2）

６．芝張り 種類　　※こうらい芝　　　　　・野芝　　　　　　　　　　　

客土　　※行わない　　　　　　・行う（※畑土　・黒土）　　　（23.4.2）

７．樹木の
　　枯補償

補償期間　　竣工日より１年間（元請下請連名）の保証書を　　　（23.3.4）

　　　　　　提出のこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23.3.6）

　・図示

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び

性能を有すると共に、次の 1）から 5）を満たすものとする。

着工前:東西南北

工　程:撮影ヶ所
　　　(1ヶ所表示)
黒板の表示=工事名、
           施工ヶ所、
           業者名

A1版製本、背表紙金文

A3版製本、背表紙金文

竣　工:着工前と同位
　　　 置で撮影
※綴り方は見開きで左
　側=着工前､右側=竣工
　とする

工事着工～竣工まで毎
日記入する(天候､温度)

1日の作業内容記入(施
工図作成、休日記入)
出面、累計の数のチェ
ックのこと

字、工事名等入り

字、工事名等入り

鉄筋ﾐﾙｼｰﾄ､ｶﾞｽ圧接(D19
以上)､引張試験､生ｺﾝ/
配合表､強度試験､現場
採取時試験､鉄骨/ﾐﾙｼｰﾄ

認定工場の写し等
、超音波探傷､木材/JAS

１.竣工届

1

２.財産管理引渡書

　　A.工事完了引渡書

　　B.財産管理引渡書

　　C.設計管理引継書

　　D.鍵、備品
　　　各種書類引渡書

３.諸検査報告書

　　A.社内検査報告書
　　　(検査者印)

　　B.下検査報告書

　　C.竣工検査報告書

４.竣工図

５.竣工図、施工図

６.竣工図（縮小版）

3

3

７.工事写真 1

８.工事日誌 1

９.工事打合せ記録 1

　　A.実施工程表

　　C.月間工程表

　　D.打合せ記録

　　B.週間工程表

　　E.質疑書

10.施工計画書 1

11.承認願 1

12.各種検査記録 1

13.各種試験報告書 1

14.出荷証明書 1

15.保証書 1

16.図面データー 1

　 (厚くなる場合分冊)

17.設計・仕様数量比較表 1

18.納品書 1

19.取扱い説明書 2

備　　考
 製本　
 方法提　出　書　類 提 出 時 期部数

20.再生資源利用計画書
　（実施書）

1

21.再生資源利用促進
　 計画書（実施書）

1

22.産業廃棄物管理票 1

23.竣工写真 1

製本方法
A: A4版黒表紙金文字入製本

B: 観音開黒表紙金文字入製本

C: 観音開黒表紙金文字入アルバム製本

D: 観音開製本

E: 工事写真用アルバム製本

 

F: A4版厚紙ファイル製本

 竣工時

骨材、生ｺﾝ、他

建設資材搬入工事用、

FD(CD)共

建設副産物搬出計画

(実施書)、FD(CD)共

マニフェストA､B2､D,E票写し

黒表紙金文字製本(外観、内観)

特記仕様書-8 008
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記号

1

10

2

3

4

5

6

7

8

9

11

12

13

14

3.999 x 3.999 x 3.14 x 84.7 / 360

 = 11.8144

11.8144 - 7.9632 = 3.8512

5.386 x 2.957 / 2 = 7.9632

敷地面積

合計

16

17

15

底辺 (m)

4.1134

8.2185

8.2185

5.948

17.522 

17.522 

13.376 

15.5027 

15.5027 

10.5162 

10.186 

5.4955

0.348 

15.341 

18.0309

18.0309 

高さ (m)

3.9668

2.858

1.2637

9.0955

7.9878

3.929

3.7004

5.1841

0.7494

0.1844

0.7166

0.2093

2.6048

13.7962 

0.3274

1.625 

倍積 (m2)

5.1981

241.7370

139.9622

52.5543

57.3662

80.3675

6.1589

1.5155

7.5359

1.2449

26.5325

1.7992

0.5655

60.8547

51.5323

164.0001

面積 (m2)

2.5991

69.9811

26.2772

28.6831

40.1838

3.0795

0.7578

3.7680

0.6225

13.2663

0.8996

3.8512

0.2828

30.4274

120.8685

25.7662

82.0000

453.3141

453.31  m2

■敷地面積算定表
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■外構平面図

足元灯

法面（ 別途工事）

法面（ 別途工事）

路盤・ 舗装（ 別途工事）

水路（ 別途工事）

10人槽
車載対応

法面（ 別途工事）

水路（ 別途工事）

路盤・ 舗装（ 別途工事）

　 　 　 　 　 　

仕様・ 内容

地先境界ブロ ッ ク ： 150×150×L600、 コ ン ク リ ート 2次製品

　 　 　 　 　 　

駐車場サイン：擬木案内板　W=2250×H=2105、

歌碑解説板：擬木案内板　W=2250×H=2105、

階段：土間コンクリート+擬石階段ブロック

　　　文字板：アルミ樹脂複合版　1740×1000両面共
　　　カッティングシート文字共　

　　　文字板：アルミ樹脂複合版　1740×1000片面共
　　　カッティングシート文字共　

　　　　　鋼管芯材入り、基礎共、スパン＝1500
擬木手摺：プラ擬木120φ1段柵傾斜/平地、横木80φ 

接着併用アンカーピン11φ×L＝180　2か所固定（キャップ付き）
車止めブロック：100×160×L600、コンクリート2次製品

縁石：150×170×180×L600、コンクリート2次製品

擬木手摺：プラ擬木120φ2段柵平地、横木80φ 
　　　　　鋼管芯材入り、基礎共、スパン＝1500

オーバーフロー管：VP150φ（エルボ2箇所共）

※多角形処理　　　　　　

記号 表記記号 表記 仕様・ 内容

土間コ ン ク リ ート ： 建築工事（ 建物図参照）

アスフ ァ ルト 舗装

浄化槽土間コ ン ク リ ート （ 機械設備図参照）

砕石敷き ： t =470mm

整地： 現場発生良質土使用: t =370mm

白線引き ： ト ラ フ ィ ッ ク ペイ ン ト W=150

雨水浸透桝： 450角、 コ ン ク リ ート 2次製品

U字溝： U-240、 コ ン ク リ ート 2次製品
　 　 　 グレ ーチン グ蓋、 砕石層W500×H780

U字溝： 別途工事
　 　 　 グレ ーチン グ蓋のみ

■外構凡例・一覧

建物床レベルを±0（ 標高533. 3m） と し た場合の、 仕上レベル（ mm）

※1. レベル設定に際し 、 長野県の造成計画（ 縦断3％勾配、 横断県道側に2％勾配） をも と に
　 　 設定し ている。 長野県詳細レベルの設定が変わっ た場合、 それに応じ て対応するこ と 。

※2. 建物入口廻り は、 アスフ ァ ルト 舗装レベルを建物床に擦り 付けるこ と 。

　 　 　 　 　 　 グレ ーチン グ蓋、 砕石層S-30　 1000×1000×500

擁壁（ 別途工事）

※3. 雨水排水については、 雨水浸透桝にて宅内浸透を計画するが、 オーバーフ ローは県道側溝へ放流と する。

※4. 舗装工事の所掌が確定し ていないため、 仕上レベル-470mmを、 造成地盤面と 想定し 、 舗装工事を
　 　 本工事で設定し ている。

街灯

合併浄化槽

街灯

擁壁（ 別途工事）

街灯

532

534

A

B

C

D

E

F

G

H

3％

2％

-150

A

B

C

D

E

F

G

G

G

G

H

H

J

I

K

533

531

530

529

528

J

K

L

M

N

O

P

Q

I

B

E

F

F

F

J

N

N

O

J

P

P

Q

L

M

J

Hg

Hg

J

F

Y

Y

Y

Y

533.24

532.64

Gr

U3
60

532.78

533.24

532.25

532.64

531.99

528.24

533.30

BF2
50

HP
30
0

66ホ192

長尾根支13

Gr

U3
60

Gr

R=4

-60

-350

±0

±0

±0

±0

+180

+90

-150

+340

+450

+170
+200

-100

-2350

-100

UP

-100

-4600

+1000

+700

+450

支線

電柱

533.3

533.2

533.5

530.95

528.7

533.2

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

道路境界線

道
路

境
界

線

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事 外構平面図

一級建築士
　第217782号
設備設計一級建築士
　第826号
　夏目　淳

一級建築士事務所　長野県知事登録 (長野)A第64282号

一級建築士　大臣登録　第217782号　夏目　淳　　　青木島乙516-1　OTビル2F

本社　長野市青木島町

千曲市
A1:

A3:
Ａ

1 / 100

1 / 200
011



B アスファルト舗装

1
2
0

1
6
0

（路床）

1
5
0

4
0

再生密粒度アスファルト混合物（20）　t＝40
プライムコートPK-3

凍上抑制層　再生クラッシャラン　RC-40　t=150

上層　粒調砕石　M-40　t＝120

4
7
0

J 擬木手摺N

S＝1/10

S＝1/10

I 縁石

150

215

170

2
0

5
0

2
0
0

※

縁石ブロック
150×170×180 
 Ｌ=600

モルタル
捨コンクリート
再生クラッシャラン
　0～40転圧

1
8
0

水勾配

4
7
0

（路床）

L 地先境界ブロック

150

215

170

2
0

5
0

2
5
0

地先境界ブロック
150×150×Ｌ=600

モルタル
捨コンクリート
再生クラッシャラン
　0～40転圧

1
5
0

4
7
0

（路床）

3
2
0

（
道
路

境
界

線
）

（市道）

S＝1/20

H U字溝：U-240

U-240
製品長 L=1.00m

蓋付

S＝1/20S＝1/20G 雨水浸透桝S＝1/10

9
0
0

7
6
0

1
4
0

8
0
0

1
0
0

5
0
0

1
4
0
0

1
0
0

4
0
0

1
0
0

GL

3
3
0

4
3
0

300

400

300

400

コンクリート根巻：18N/mm2

砕石：RC-40
300

400

コンクリート根巻：18N/mm2

砕石：RC-40

横木：プラ擬木80φ（鋼管芯入り）

支柱：プラ擬木120φ（鋼管芯入り）

※1.エコマーク認定品とする（参考型番：前田工繊PF1214A2型/PF1214B1型）

※2.賠償責任保険加入品とする
※3.使用交換は亜鉛メッキ品(STK400以上)とする

※4.端末横木はプラ擬木付とする

支柱：プラ擬木120φ（鋼管芯入り）

横木：プラ擬木80φ（鋼管芯入り）

1500
支柱：プラ擬木120φ（鋼管芯入り）

150
0

1
4
0
0

1
4
0

7
6
0

1
0
0

4
0
0

1
0
0

横木：プラ擬木80φ（鋼管芯入り）

300

400

1341.64

GL

千曲市
本社　長野市青木島町 

　　　青木島乙516-1　OTビル2F 一級建築士　大臣登録　第217782号　夏目　淳

一級建築士事務所　長野県知事登録 (長野)A第64282号

　夏目　淳
　第826号
設備設計一級建築士
　第217782号
一級建築士

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事 外構詳細図-1
A1:

A3:
Ａ 012
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1
7

17

平面図

37

17 17

37

465

500

575

4
6
5

5
0
0

5
7
5

(グレーチング蓋)

平面図

細目 T-2

1000×1000

側面図

ノックアウト

1
10
0

6
0
0

5
0
0

砕石

24045 45

5
0 r50

調整モルタル

220 5050

3
0

グレーチング蓋版
横断用細目L1.0m T-2

500

2
8
4

2
2
4

1
0
0

2
3
0

3
0

30

L3×30×30

参考質量89㎏

10.0m当たり材料表

項　目

本　体

グレーチング蓋

基礎砕石

モルタル

単位 数量

10.0　

10.0　

0.07　

個

枚

m

m

3

GFB3×19TB 12.5

995

1
9 3
0

2
4
0

7
8
01
1
0
0

3 3.9　

単粒度砕石　S-30

1 / 10・20

1 / 20・40

下層　再生クラッシャラン　RC-40　転圧　t=160

再生クラッシャラン　RC-40



N 擬木手摺（階段用）・階段O P 駐車場サイン S＝1/20S＝1/50

Q 歌碑解説板 S＝1/20

800

2250

200 1850 200

700

800

700

1100

1000

2
6
0
5

2
1
0
5

6
0
0

7
5

1
1
1
0

9
2
0

1
0
0

4
0
0

1
0
0

おばすてステーション

GL

※1.エコマーク認定品とする（参考型番：前田工繊PF-I-2型）

※2.賠償責任保険加入品とする

※3.使用交換は亜鉛メッキ品(STK400以上)とする

※4.端末横木はプラ擬木付とする

支柱：プラ擬木150φ
（鋼管芯入り）

文字板：アルミ樹脂複合板1740×1000×3d
カッティングシート表示共（両面）上横木：プラ擬木150φ

（鋼管芯入り）

下横木：プラ擬木150φ
（鋼管芯入り）

取付用アルミアングル
30×30×3

支柱：プラ擬木150φ
（鋼管芯入り）

上横木：プラ擬木150φ
（鋼管芯入り）

下横木：プラ擬木150φ
（鋼管芯入り）

文字板：アルミ樹脂複合板
　　　　1740×1000×3d
カッティングシート表示共（両面）

コンクリート根巻：18N/mm2

砕石：RC-40

多目的駐車場

300×14＝4200 1800 300×14＝4200 1950
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×
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＝
2
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2
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±0
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-4600
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＝
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0
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12
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22
23

24
25

26
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28
29

30

3
0

30

滑り止め

滑り止め

3
0
0

側溝：モルタル金コテ仕上げ

側溝：モルタル金コテ仕上げ

2300

1800250 250

100150 100 150

150
0

2
0
0

2
0
0

足元灯×4灯（対面：電気工事）

参考型番：YYY81242LE1

175.08 1341.64 1341.64 1341.64 1500 1341.64 1341.64 1341.64 475.08 1500 450

300

側溝・グレーチング：本工事

側溝：別途工事

グレーチング×2
：本工事

側溝：別途工事

10040 100

337

50

3
2
0

4
0

1
0
0

1
0
0 6
0

4
0

足元灯×4灯（電気工事）

参考型番：YYY81242LE1 A

B

C

D

C部　SEC.

D部　SEC.

横断面図縦断面図

平面図

150
0

150
0

(533.2)

(533.3)

(530.95)

(528.7)
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9
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4
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歌碑説明板
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○

GL

※1.エコマーク認定品とする（参考型番：前田工繊PF-I-2型）

※2.賠償責任保険加入品とする

※3.使用交換は亜鉛メッキ品(STK400以上)とする

※4.端末横木はプラ擬木付とする

支柱：プラ擬木150φ
（鋼管芯入り）

文字板：アルミ樹脂複合板1740×1000×3d
カッティングシート表示共（片面）上横木：プラ擬木150φ

（鋼管芯入り）

下横木：プラ擬木150φ
（鋼管芯入り）

取付用アルミアングル
30×30×3

支柱：プラ擬木150φ
（鋼管芯入り）

上横木：プラ擬木150φ
（鋼管芯入り）

下横木：プラ擬木150φ
（鋼管芯入り）

文字板：アルミ樹脂複合板
　　　　1740×1000×3d
カッティングシート表示共（片面）

コンクリート根巻：18N/mm2

砕石：RC-40
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令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事 外構詳細図-2 Ａ
A1:

A3:

カラ練りモルタル（1：3）

コンクリート：t＝100（18N/mm2）、溶接金網6Φ×150×150
捨てコンクリート：t＝40（18N/mm2）

砕石：RC-40

擬石階段用縁石：目地モルタル詰め、
（東洋工業：SKF-300A/B/D/E稲田同等品）

擬石階段ブロック：300(踏面)×150(蹴上)×40(踏面厚)×50(蹴上厚)×L＝600
段鼻溝付・目地モルタル詰め、（東洋工業：SSK-30稲田ショット仕上同等品）

擬石平板：300×300×40（目地モルタル詰め）

擬石階段用縁石

擬石平板

擬石階段用縁石
擬石階段ブロック

擬石階段用縁石

擬石階段用縁石

擬石階段ブロック

擬木手摺：80φ、鋼管芯入り
（前田工繊：PF0815B型同等品）

1500

擬木手摺：120φ1段柵傾斜用、鋼管芯入り
（前田工繊：PF1214B1型同等品）擬木手摺：80φ、鋼管芯入り

（前田工繊：PF0815A型同等品）

擬石平板

B部　SEC.

A部　SEC.

013
1 / 20・50

1 / 40・100
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令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事 仕上表・平面図・サイン図・立面図-1 Ａ
A1:

A3:

1 / 10・30

1 / 20・60

 ・本製品は、(一社)日本公園施設業協会の賠償責任保険に加入した製品とする。

 　ＪＩＳ工場の品質管理の下、製造された製品とする。

 ・本製品は、プレキャスト鉄筋コンクリート製品(JIS A 5372)の認定を受けた

 ・トイレ本体の鉄筋コンクリート躯体は、鋼製型枠による一体成形とする。

 ・外壁の塗装色およびサイディングの色/柄は、協議の上決定とする。

 ・ボルト･ナット類は、亜鉛メッキ処理とする。

 ・屋根部の木部材は全て杉材に木材保護塗装仕上げとする。

●特記事項

T O I  L E TT O I  L E T

女子トイレ男子トイレ

T  O I L E T

どなたでもご利用になれます

男子トイレ

T O I  L E T T O I  L E T

女子トイレ

T  O I L E T

立面図(背面部)　S=1/30(A1)立面図(トイレ部)　S=1/30(A1)

仕上表・機器リスト　S=N0N SCALE

サイン図　S=1/10(A1)

展開図　S=1/30(A1)平面図　S=1/30(A1)

■建築面積算定

6.935 × 4.3225 = 29.97

建築面積・・・29.97

■床面積算定

6.935 × 2.940 = 20.38

床面積・・・20.38

ピクトサイン(小)詳細図 ピクトサイン(大)詳細図
Scale 1:10 Scale 1:10

男性用 女性用 バリアフリー用
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7
5

350

3
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0

11
7
5

4
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0

350

6
0

▽F.L

Ｄ 矢視図 Ｅ 矢視図

▽F.L

ＣＬ ＣＬ

014

アルミ複合板-180x300xt3.0
絵柄：ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ印刷(UVﾌｨﾙﾑ貼り)

アルミ複合板-600x300xt3.0
絵柄：ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ印刷(UVﾌｨﾙﾑ貼り)

ベース:青･青紫２色
ﾏｰｸ/文字:白

ベース:赤２色
ﾏｰｸ/文字:白

ベース:緑２色
ﾏｰｸ/文字:白

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ:
t=40

化粧鏡 化粧鏡

配管立上げ

保温材巻 保温材巻

部  位

屋 根

外 装

内 装

部  位

衛生設備

部  位

アクセサリー

部  位

多目的器具

■仕様

員数

-

-

-

-

-

2

1

4

2

1

-

-

6

-

-

-

3

員数

4

2

2

1

1

員数
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2

1

1

1

員数

1

1

1

 防露式密結形蓋固定式ロータンク:SH596BAYR(TOTO)
 タンク密結形防露便器:CS597BS(TOTO)

 ※衛生陶器、手摺被覆樹脂色は「パステルアイボリー」とする。

 T112CU22 樹脂被覆タイプ ｢SUS304｣ (TOTO)

 T112H7R  樹脂被覆タイプ｢SUS304｣(TOTO)

 T112CL10 樹脂被覆タイプ｢SUS304｣(TOTO)

仕      様

 BK-F62(Combi)

 YKA25S(TOTO)

 盗難防止形耐蝕鏡:YM4560FE(TOTO)

 盗難防止形耐蝕鏡:YM3545FE(TOTO)

 棚付二連紙巻器:YH702(TOTO)

仕      様

 *床給排水　*給水管部分は保温材巻き
 マルチシンク:SK510D、自在水栓:T136AUNR13N(TOTO)

 キー式カップリング付水栓:T28AKUH13(TOTO) *止水栓より分岐

 *給水管部分は保温材巻き
 カウンター一体型洗面器:L270D、レバー式立水栓:T205QFRC(TOTO)

 *給水管部分は保温材巻き
 コンパクト手洗器:LSL870BSR、ハンドル式単水栓(TOTO)(TOTO)

 *流動式(凍結防止用ネジ付)
 床置小便器:UFH507CR(TOTO)、ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ:TG600PL(TOTO)

 *給水管部分は保温材巻き
 ウォシュレットPS:TCF5534AUP(TOTO) *ｴｺﾘﾓｺﾝ

仕      様

NY-1375（ｲﾝﾀｰｾﾝﾄﾗﾙ）*保護ガード付

 MDF芯材(t=20)、表面材:メラミン化粧板/色:アイボリー

 色：アイボリー　巾木:ステンレス箔被覆ABS

 軽量鉄骨、下地ボード、メラミン化粧板(タフウォール同等品)張り

 *脚金物(SUS) *用具入れは外施錠付き(共通鍵)
 表面材:メラミン樹脂化粧合板／色:アイボリー t=40

 LED照明：FL20W相当 *昼白色

 100角ノンスリップタイル貼り

 塗装仕上げ(複層仕上塗材Ｅ) 色:ライトベージュ

 *使用表示/非常解錠装置付、管理用鍵付(共通鍵)
 表面材:ステンレス/H.L仕上げ *アルミ換気ガラリ付

 *管理用鍵付(共通鍵)

 表面材:ステンレス/H.L仕上げ *アルミ換気ガラリ付

 換気扇:VFP-8GKS4(東芝ｷｬﾘｱ) *人感センサー付
 パイプフード(アルミ、ガラリ・防虫網・水切り付)

 アルミ複合板-600x300xt3.0 :インクジェット印刷(UVﾌｨﾙﾑ貼り)

 アルミ複合板-180x300xt3.0 :インクジェット印刷(UVﾌｨﾙﾑ貼り)

 　　　腰壁下部(見え掛):塗装仕上げ(複層仕上げ塗材Ｅ)
 下部：木目調サイディング貼り(腰壁)

 上部：塗装仕上げ(複層仕上げ塗材Ｅ)

 鉄筋コンクリート

 ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾞ(t=5mm)

 杉材:木材保護塗装仕上げ

 一文字軒瓦葺き

仕      様項   目

 屋根材

 小屋組

 採光部

 本体

 外　装

 ピクトサイン(小)

 ピクトサイン(大)

 換気材

 ハンガースライド扉
 (男/女)

 ハンガースライド扉

 (バリアフリー)

 内  壁

 床

 室内照明

 トイレブース

 システムウォール

 面台

項   目

 腰掛式便器

 小便器

 手洗器

 大型手洗器

 掃除用流し

項   目

 紙巻器

 化粧鏡(男/女)

 化粧鏡

 ベビーシート

 ベビーチェア

項   目

 固定式手摺(L碁

 可動式手摺

 (はね上げタイプ)

 小便器手摺

 パネルヒーター
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柱:140x140 格子：60x30@150 横木：90x90 横木：90x90 格子：60x30@150 柱:140x140

犬走り:

コンクリート直均し仕上げ

ｼｽﾃﾑｳｫｰﾙﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑｳｫｰﾙｼｽﾃﾑｳｫｰﾙ

システムウォール
(上部:面台F.L+1300) （躯体基準開口幅） （躯体基準開口幅） （躯体基準開口幅）

ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ

ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ

675

10001155 1155 1000 10001155

9
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1
9
70

▽G.L

1951019510 195

95

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾞ

外壁：塗装仕上げ
(複層仕上げ塗材Ｅ)

腰壁：木目調

サイディング貼り

非常用回転灯

母屋桁:140x190

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

束柱:140x140

桁・梁:140x190

2350 2350 2350

650650 650

1
9
70

9
00
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5

8250

7070590 590

1
9
70

10 10

7070

▽G.L

屋根:一文字軒瓦葺き

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

外壁：塗装仕上げ
(複層仕上げ塗材Ｅ)

腰壁：木目調

サイディング貼り

P.BP.BP.B

※記載のﾒｰｶｰ名、製品型番は全て参考とする。

P.B P.B P.B
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　　　青木島乙516-1　OTビル2F 一級建築士　大臣登録　第217782号　夏目　淳

一級建築士事務所　長野県知事登録 (長野)A第64282号

　夏目　淳
　第826号
設備設計一級建築士
　第217782号
一級建築士

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事 立面図-2・屋根伏図・小屋伏図 Ａ
A1:

A3:
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▽最高高さ

▽最高軒高

23
5
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70

▽躯体天端

75

屋根:一文字軒瓦葺き

屋根:一文字軒瓦葺き

銅板巻き

横木：90x90

格子：60x30@150

柱：140x140

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾞ

桁:140x190

外壁：塗装仕上げ
(複層仕上げ塗材Ｅ)

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

柱：140x140

銅板巻き

腰壁：木目調

サイディング貼り

非常用回転灯

桁:140x190

母屋:65x65

鼻隠し:27x140

母屋:65x65

桁:140x190

垂木:65x90

梁:140x190

母屋桁:140x190

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾞ

束柱：140x140

棟木:140x190

破風板:27x140

母屋桁:140x190

仕切り板:t=30仕切り板:t=30

015

立面図(側面部)　S=1/30

小屋伏図　S=1/30屋根伏図　S=1/30

立面図(正面部)　S=1/30

P.B
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　　　青木島乙516-1　OTビル2F 一級建築士　大臣登録　第217782号　夏目　淳

一級建築士事務所　長野県知事登録 (長野)A第64282号

　夏目　淳
　第826号
設備設計一級建築士
　第217782号
一級建築士

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事 基礎伏図・断面詳細図 Ａ
A1:

A3:

1 / 10・30

1 / 20・60
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(G.L+20)

70

室内照明

用具入れ

内壁:塗装仕上げ

(複層仕上げ塗材Ｅ)

仕切り壁:t=30
ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾞ

ｼｽﾃﾑｳｫｰﾙ
ｼｽﾃﾑｳｫｰﾙ

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ:
t=40

換気扇

分電盤
化粧鏡

棟木:140x190

床下基礎側面：
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ貼り

タテ･ヨコ共:D13@150 水抜き用基礎開口:200x200水抜き用基礎開口:200x200水抜き用基礎開口:200x200

腰壁：木目調
サイディング貼り

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

換気扇

保温材巻
保温材巻

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ:
t=40

保温材巻 保温材巻保温材巻

保温材巻

掃除用水栓

束柱:140x140
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床下基礎側面：
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ貼り

内壁:塗装仕上げ
(複層仕上げ塗材Ｅ)

母屋：65x65

母屋桁:140x190

桁・梁:140x190

仕切り壁:t=30

室内照明

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾞ

ｼｽﾃﾑｳｫｰﾙ

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

換気扇

桁:140x190

鼻隠し板：27x140

母屋:65x65

屋根:一文字軒瓦葺き
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 23kg
野地板:t=27(無処理)

垂木:65x90 @450

棟木:140x190

束柱:140x140

φ250ﾎﾞｲﾄﾞ抜き

タテ・ヨコ共D10@150

タテ･ヨコ共:D13@150水抜き用基礎開口:200x200

格子：60x30@150

横木：90x90

*銅板巻き

面台

ｼｽﾃﾑｳｫｰﾙ

▽F.L

室内照明

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ:
t=40

保温材巻

ｼｽﾃﾑｳｫｰﾙ

換気扇

腰壁：木目調
サイディング貼り

母屋桁:140x190

ＣＬ

P.B
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犬走り: 　　　　　　　　　
コンクリート直均し仕上げ

▽
F.L(G.L+20)水勾配
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φ250ボイド抜き

モルタル充填

*銅板巻き
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横木：90x90

コーキング処理

格子：60x30@150
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0

10
0

ａ

ａ

ｂ

ｂ

Scale 1:10
基礎部断面 詳細図(ａ-ａ)

Scale 1:10

基礎部断面 詳細図(ｂ-ｂ)

捨てコンクリート t=50
Fc-18-18-25N

捨てコン t=50
Fc-18-18-25N

Fc-21-18-25N

砕石敷 RC-40 t=200

砕石敷 RC-40 t=100

Fc-21-18-25N

溶接金網φ6＠200

Fc-21-18-25N
基礎コンクリート

下屋砕石敷 RC-40 t=100

基礎コンクリート t=150

基礎コンクリート t=100
Fc-21-18-25N基礎コンクリート t=100

Fc-21-18-25N
基礎コンクリート H=500

断面詳細図（A-A）　S=1/30 断面詳細図（B-B）　S=1/30 断面詳細図（C-C）　S=1/30

ベースコンクリート図・基礎伏図　S=1/30 基礎断面詳細図　S=1/10



千曲市
本社　長野市青木島町 

　　　青木島乙516-1　OTビル2F 一級建築士　大臣登録　第217782号　夏目　淳

一級建築士事務所　長野県知事登録 (長野)A第64282号

　夏目　淳
　第826号
設備設計一級建築士
　第217782号
一級建築士

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事 排水・給水・電気系統プロット図 Ａ
A1:

A3:

1 / 10・30

1 / 20・60

▲印:配管 接続部

・床下引き回し部分の給水管は、ステンレス管とし、

 グラスウール保温材（アルミガラスクロス）巻きとする。

・床立上げ露出給水管は、グラスウール保温筒（アルミガラスクロス）巻きとする。

・各器具から給水管接続口までは、水勾配をとる事。

▲印:配管 接続部

｢排水｣系統 参考図 ｢給水｣系統 参考図

017

VP75

VP40

VP40
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浄化槽へVP100
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15A

2
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2
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2
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不凍水抜栓不凍水抜栓

25A 給水25A
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15A15A

不凍水抜栓

15A
15A

15A

15A

15A

15A

浄化槽ブロア用
コンセント(EWP)

ＳＳＳ

BOXｱｰｽ(ED)

ELBｱｰｽ(ED)

記　号 名　称 備　　考

VFP-8GKS4(東芝ｷｬﾘｱ) 同等品 *SL端子付

明るさセンサーON

ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ(1.35kw)用 *配管立上げ

ウォシュレット用

LED照明、AC100V

ASL-100(R) (ｼｭﾅｲﾀﾞｰ)AC100V 同等品

WS6677 (ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ) 同等品

回転灯制御回路付

換気扇

人感知センサー

電源取り出し口

コンセント(EET)

予備用空配管

IV1.6x2,E1.6(PF16)

非常用回転灯

プルスイッチ付押釦

室内照明

電灯分電盤

IV1.6x3(PF16)

IV1.6x2(PF16)

Ｓ

28
0

24
5 17
5

450x450

272x272

350x350

φ261

10
0

70

不凍水抜栓:GTｼﾘｰｽﾞ

日之出水道機器(株) 同等品

(株)光合金製作所 同等品

ドレンマスセット100mm

G.L
▽

防護蓋(簡易碁:呼称200
蓋:鋳鉄/台座:再生ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製

(株)光合金製作所 同等品

VP

8
5

排水管芯位置
GL

4
00

SUS
給水管芯位置

GL

8
5

40
0

排水系統図　S=1/30 給水系統図　S=1/30

不凍水抜栓詳細図　S=1/10

電気系統・プロット図　S=1/30
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令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事 敷地断面参考図
A1:

A3:
Ａ

1 / 50

1 / 100
018

公衆トイレ

上段駐車場下段駐車場 11,850

公衆トイレ

上段駐車場 7,000

▽GL（533.3）

▽GL（533.3）

Ａ断面図　S=1:50

Ｂ断面図　S=1:50
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6,950 ≧2.35×2=4.7
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10,940 ≧4.35×2=8.7
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001電気設備工事　特記仕様書 Ｅ

   工事名

   工事場所

   建物概要

1. 工事概要

電気設備工事  特記仕様書

   (2) 責任保障  工事請負契約書及び約款の定めに依る｡ 【引渡し以降

　　　　　　　2年間(木造又はこれに準ずる建物･工作物の場合は1年間)｡但し､

　　　　　　　故意又は重大な過失に起因する時は5年間｡】

　　　　　　　基づき履行する｡

　　　　　　　に準拠し､監督員の指示のもとに施工する｡

   (3) 適用図書及び書類は､下記に依るほか､関係法令･規則･各地方条例

　　　　　　　(A) 電気設備工事 設計図

　　　　　　　(B) 本 特記仕様書

　　　　　　　(D) 標準図【国土交通省大臣官房官庁営繕部監修“電気設備工事標準図

　　　　　　　(E) 質疑応答書(現場説明書を含む)

　　　　　　　(F) 将来交付する書類及び図書

　　　　　とする｡

   (4) 本工事に必要な諸官公庁その他への手続き･立会い等は､すべて請負者

   (5) 本工事は､設計図書に記載してある工事は勿論のこと､図面に明示され

       ていない自然付帯の些少な工事及び機能上･外観上当然必要となる工事

       も､監督員の指示に従い請負金額の範囲内で施工する｡

   (6) 施工上･製作上もしくは図面仕様書に疑義を生じた場合は､監督員に申

       し出て指示を受けること｡

2. 工事種目

3. 一般事項

　　　　　　　(C) 共通仕様書【国土交通省大臣官房官庁営繕部監修“電気設備工事共

     尚､優先順位は (F) →(E) →(A)･(B) →(C)･(D)

       に於て行うものである｡但し､電力会社の外線工事費負担金が必要な場

       合の負担金は別途とする｡

   (1) 規 則  本工事は､工事請負契約書･約款及び財務規則等に

   (  ) 受変電設備

   (  ) 電力引込設備

   (　) 電灯設備

   (　) 動力設備

   (　) 電話用配線設備      

(  ) 放送設備

   (　) テレビ共聴設備 

 (  ) 警報設備      

(  ) 自動火災報知設備

   (　) インターホン設備 

   (　) 時計設備 

(15) 竣工時提出書類は下記程度とするが､詳細は監督員の指示に依ること｡

    竣工届･引渡書類

    竣工写真

    竣工図面

    承諾図面（又は､完成図)

    試験成績書･検査合格証写し類

    取り扱い説明書･引渡書類

(B) 竣工図面･施工図面（原図判を2ツ折りに製本)

(D) 施工写真（写真帖)

(E) 取り扱い説明書

(F) 予備品

２部

２部

２部

２部+(2部)

1式

(A) 引渡書類(A4判ファイル)

(C) 工事記録類(A4判ファイル)

(14) 発生材の処分は､原則として請負者の責任に於いて行うが､監督員より

     特に指示のある時は､調書を添えて指示場所へ納入する｡

    スイッチ及び点灯表示を行うスイッチは､ネーム入とする｡

(1) 配線器具は大型配線器具とし､スイッチが4ケ以上集中する箇所の

(2) 配線器具類のプレートは､新金属プレートとする｡

(3) 配線器具類の取り付け高さは（中心)､次に依る｡

     スイッチ類

     一般コンセント類

     用途の明確なコンセント : それぞれの最適高さ

: FL+1,200mm

4. 特別事項

: FL+300mm (洋室) （和室)FL+150mm

(  ) 外灯設備

1

2

3

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事

令和８年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事

長野県千曲市大字八幡7372-3の先、他

公衆トイレ等の新築工事

　　　　　　　    通仕様書（令和7年版)″】

　　　　　　　    （令和7年版)″】

(7)  本工事請負者は､工事着手前に､現場代理人届･主任技術者届･工事経

     し､監督員の承諾を得ること｡

     計画書･工事工程表･協力会社名簿･主要資材メーカー選定表等を提出

     歴書(現場代理人･主任技術者)･工事に係る各種免許証の写し･施工

     承諾前の施工･製作の先行は､原則として認めない｡

(8)  施工図･製作図･承諾図等は速やかに作成し､監督員の承諾を得ること｡

     又､特に指示するものは､製作工場に於て立会検査を行い､検査に合格

     したものを使用する｡これに要する費用は請負者の負担とする｡

     の負担とする｡

     品の提出を求めるときは､速やかに提出し､これに要する費用は請負者

(9)  デザインを重視する箇所及び施主の確認を要する場合等に於いて､見本

(10) 工事完成後に検査の不可能な箇所及び監督員に指示された箇所の施工に

     する場合もある｡

     当たっては､監督員の立ち会いのもとに施工するか､施工完了後検査可

     能な時点で検査を受けること｡尚､特に指示する時は､写真撮影で判定

(13) 施工時の養生は充分に行うこと｡

(12) 各施工工程完了毎に主任技術者（又は検査部門)に依る社内検査を行い､

     自主的な施工管理に勤めること｡又､その結果を監督員に報告すること｡

(11) 各工程毎に施工写真を撮影すること｡特に完成後隠蔽される部分は､全

     景･部分接写を織り混ぜて､詳細に撮影のこと｡

NS

NS
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002電気設備工事　配置図・外構図 Ｅ
1 /100

1 /200
令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事

申請建物 WC(3)

WC(1)
WC(2)

533.24

Gr

U3
60

532.78

530.00

527.80

529.34

531.99

534.64

527.02

531.50

528.24

528.47

533.30

BF2
50

BF2
50

66ホ192

長尾根支13

Co

VS
40
0

合併浄化槽

放流カ所
-4800

528.5

2800

UP

下段駐車場

上段駐車場公衆トイレ

市道

水路
HP1200

533

532

531

530

外灯A

鋼管引込柱

1Φ3W 210/105V

EM-CE3.5゜-3C(FEP30) 1Φ2W/100V

EM-IE5.5゜×2

EM-CE3.5゜-3C×2

EM-CE 8゜-3C 1Φ3W

WC(1)(3)

ED,ED(ELB)

EM-CE3.5゜-3C(FEP30) 1Φ2W/100V

332

332 332

332

P,BOX凡例

300×300×200(SUS-WP)

＝注記＝

・地中埋設管路はGL-600以上とする。

78
00

5
0

21
0
0

5
00

60
0
0

電灯

φ113.4 t2.3

(被覆後外径φ114.8)

φ139.8 t4.0

(被覆後外径φ141.2)

引込開閉器盤

ＷＨ

1Φ3W 210/105V

3PELCB

50AF/30AT

トイレ電灯分電盤

3PMCCB 30/20A

外灯
AS

2PELCB 30/20A

（盤側面取付）

引込開閉器盤　　鋼板製屋外防水型　鍵付　

自動点滅器　3A埋込型

外灯Ａ LED街路　水銀灯100W形相当

パナソニック　ＮＮＹ２２６８６ＫＬＥ９

光束２１００ｌｍ、消費電力３０Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、光源寿命６万時間（光束維持率７０％）
本体：アルミダイカスト（ミディアムグレーメタリック）
グローブ：ポリカーボネート（乳白）
天板：アルミ（ミディアムグレーメタリック）
上方光束比２０％～、耐雷サージ１５ｋＶ、耐風速６０ｍ／ｓ
落下防止ワイヤー付

街路灯用 φ76ﾎﾟｰﾙ

35
0
0

ED

ED(ELB)

5.5゜

鋼管柱取付金具共　指定色

パナソニック　ＹＹＹ８１２４２ＬＥ１

両側配光タイプ

光束１９０ｌｍ、消費電力３．６Ｗ、電圧１００Ｖ

白色、４０００Ｋ、Ｒａ８５

光源寿命４００００時間

本体：アルミダイカスト（ミディアムグレーメタリック）

パネル：アクリル（透明）

幅：１６１、長：４７、地上高：５００

外灯Ｂ LEDアプローチ灯

５
００

外灯B  ×4

外灯A

外灯A

・特記なき外灯配線はEM-CE3.5゜-3C(FEP30)とする。

(100V)

(200/100V)
EM-CE3.5゜-3C(FEP30)

2PELCB 30/20A (200V)
ブースターポンプ 750W

2026・01・21

引込開閉器盤

同等品

パナソニック　ＤＹＤＸ２４０９Ｈ

鋼管: 環境配慮型溶融亜鉛ﾒｯｷ後

( ﾐﾃ゙ ｨｱﾑｸﾞ ﾚｰﾒﾀﾘｯｸ)

耐風速60m/sec仕様

ﾎ゚ ﾘｴｽﾃﾙ樹脂粉体焼付塗装

同等品

30
0

7
0
0

99
0

φ76.3

3
0
0

φ89.1

400□

▽GL

400□×300H

同等品

鋼管引込柱

13
0
0

▽GL

▽GL

600

ﾌﾞｰｽﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ 

EM-CE3.5゜-3C(FEP30)
外灯A

EM-CE 8゜-3C 1Φ3W

EM-IE5.5゜×2 ED,ED(ELB)

(FEP40)EM-CE3.5゜-3C 1Φ2W/200V

（ブースターポンプ）

（支線）

（電柱）

現場打ち

600□×1300H
現場打ち

電灯分電盤

ブースターポンプ 200V/750W



・性能確認試験(　　本）・施工後確認試験(　　本)を確認強度  　 kNにて行う。

・別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。　・本工事で負担する。

２ 風  量  測  定  口

　ダクト　　　　　　　　　　　・イ（・１号　・２号）　　・ロ

25 管　  の  　埋  　設

(3)特別管理産業廃棄物　・無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

根切中の山留め　・有（　　　　　　　）　・無

・建物外汚水、雑排水（・分流　・合流）

○  浄　化  槽　  設   　  備

○　実 験  実  習  器  具  設備

○　　　　　　　　　　　　

○　厨　房　機　器　設　備

○　給　　 油　　設　　 備

○　消 　　火　　設　　 備

○　ガ　　 ス　　設　 　備

○一式○一式○一式○一式○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

工　　　　　　事　　　　　　内　　　　　　　容

３．工　事　種　目（●印を付けたものを適用する）

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○一式

○　給　　 湯　　設 　　備

○　排　 　水　　設　　 備

○　給　 　水　　設 　　備

○　衛　生　器　具　設　備

○　自　動　制　御　設　備

○　排　　 煙　　設 　　備

○　換　　 気　　設 　　備

○　暖　　 房　　設 　　備

○　冷　 暖  　房  　設  　備

○　空　気　調　和　設　備

工 事  種  目

建　物　別

屋　　外

１　提出書類等目録 ７　官公署届出書類等

８　工具・予備品等

10　試運転用油等（　　　　）の納品書写

項

共

一

般

通

事

４　工事施工関係書類

５　工事完成資料

６　保守管理資料

９　引渡書

●

注)完成図面の種類は、設計図面に準じて作成すること。

Ⅰ．工　事　概　要

○

○

消設

火備

給設

湯備

○
　
　
　

　
器
設
備

ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ　（図示部分））

・標準図　施工４、５（・(a)　・ (b)　・ (c)）による。

１ 屋  内  消  火  栓  箱

２  建物導入部配管

１ 充  て  ん  容  器

２  集  　合  　装  　置

３ 転  倒  防  止  等

４  メ　  ー　  タ　  ー

５  ガス漏れ警報器

６ 引  込  負  担  金

７  電　気　防　食

・別途（・50kg　・　　　　）

・親メーター（・貸与品　・　　　　）　・子メーター（・買取り　・　　　　）　

・要（・別途工事　・本工事）　・不要

・要　・不要

・本工事（図示による）　・別途工事

８ 建物導入部配管 ・標準図　施工４、５（・(a)　・ (b)　・ (c)）による。

　
厨
房
機

10 ピストンダンパー

11 弁  　　　　　　類

12 温　　 度  　　計

13 圧　　 力  　　計

復帰方式（・遠隔　・　　　　　）

ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ（図示部分））

取付部は図示による。

取付部は図示による。

14 瞬　間　流　量　計 コック付とし、形式及び取付部は図示による。

15 油  面  制  御  装  置 制御盤には（・給油ポンプ制御　・満油警報　・遠隔警報　・電磁弁制御　・返油ポンプ制御

・減油警報　・　　　　　）の端子を設ける。なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線

は製造者の標準仕様とする。

１ ダ　　 ク  　　ト ・低圧ダクト　・高圧１ダクト　・高圧２ダクト

・アングルフランジ工法　　・スパイラルダクト

・コーナーボルト工法（・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法）

・厨房・浴室系統の排気用ダクトの水抜き（・要　　・不要）

・厨房系統の長方形排気用ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。

設

気

換

○

備

取付位置は図示による。

・浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　・　

自家発用換気ダクトが自家発室外を通過する場合の耐火措置は図示による。

空気調和設備の該当項目による。５ チ  ャ  ン  バ  ー

６  耐　  火  　措  　置

４ 排気ダクトのシール

３ ダ  　ン  　パ  　ー 空気調和設備の該当項目による。

１ ダ　　 ク  　　ト

２ 排  煙  口  の  形  式

３  排煙口手動開放装置

（開放及び復帰方式）

・亜鉛鉄板　・　

図示による

・ワイヤー式　　・電気式（遠隔操作　　・不要　・要）　

４ 排  煙  風  量  測  定

○
排
煙
設
備

○

衛

生

器

具

設

備

・有り　　・無し

図示による

１ 中央監視制御装置

２ 中央監視制御装置

３ 電気計装工事の配線

　 の  構  成  ・  機  能

天井内隠蔽の配線は図面に特記のない限りケーブル配線とする。

屋外・屋内露出の電線は図面に特記のない限り金属管配線とする。
制備

動設

自御

○

１ 大  便  器  洗  浄  弁

２  大便器ロータンク

３ 温水洗浄式便座

・バキュームブレーカー　・不凍結装置付　・低圧フラッシュバルブ（　　　　　　　　　　）

・水抜き装置付

・不凍結装置付・感知小便器一体型フラッシュ方式・個別感知フラッシュ方式（・埋込　・露出）

○

給

水

設

備

○

排設

水備

１ 量　　 水  　　器

２ 量　  水  　器  　桝

３ 弁  　　　　　　類

・親メーター（・貸与品　・　　　　）　・子メーター（・買取り　・　　　　）

・水道事業者指定品（・貸与品　・買取り）　・標準図ＭＣ形

ＪＩＳ又はＪＶ　・水道直結部分（・１０Ｋ　・　　　）　・その他の部分（・５Ｋ　・　　　）

洗面器及び手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

屋内　・65Ａ以下は1/50、 75Ａ以上は1/100以上　　屋外　・1/100以上　・　

図示の箇所に取付ける。

桝のコンクリート部は工場製品としてもよい。４ ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝、ため桝

３ 満  水  試  験  継  手

２  排　  水  　勾  　配

１ 洗面器等の排水管

４ 引  込  納  付  金  等

５  給　  水  　勾  　配

・要（・本工事　・別途工事）　・不要

・不凍栓の二次側は水抜きが確実にできること。

・標準図　施工４、５（・(a)　・ (b)　・ (c)）による。

（管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず管理者の立会いを要する。）

工事しゅん工後３ヶ月、12ヶ月に点検をして、その結果を書面で施設課長あて報告する。

１ しゅん工時提出物

２ 定　  期　  報　  告

○

ガ

ス

設

備

１ 弁　　　　　　 類

３  電　  子  　納  　品 別添「建築工事における電子納品特記仕様書(試行用)」による。

　（長野県公式ホームページ(電子入札システム)に掲載される、当該入札公告の添付図書）

「建築設備定期検査業務基準書平成20年度版」（(財 )日本建築設備昇降機センター）の排煙風量

の検査方法に準ずる。

使用する電線類はＥＭ電線とし、規格は標準仕様書第４編表１．５．１　表４．１．１１の使用

電線類の規格による。（機器、盤類は除く）

４ 特別管理産業廃棄物

　 管   理   責   任   者

特別管理産業廃棄物の処理に当たっては、廃棄物処理法に基づき特別管理産業廃棄物管理責任者を

選任する。

そ

の

他

○

○

章 項　　　　　目 特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

２．特　記　仕　様

　(1)章は●印の付いたもの、項目は番号に○印の付いたものを適用する。

１ 機  　　材　　　等

　(2)特記事項のうち選択する事項は・印の付いたものを適用し、・印の付いたものは適用しない。

    督職員の承諾を受ける。

 　  る。ただし、製造業者等が記載されている場合は同等以上のものとする場合は、あらかじめ監

(1) 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上のものを使用す

 　  証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出し

    監督職員の承諾を受ける。

   1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

 　 2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

 　 3)安定的な供給が可能であること。

 　 4)法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

 　 5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

(2) 別表 -1に示す材料・機材等の製造業者等は次の1)から 6)すべての事項を満たすものとし、この

 　　は、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

 　 6)販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものにあって

 本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するも

 のとし、次の1)から 5)を満たすものとする。

なお、ホルムアルデヒドを発散しないものとは、発散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒ

ドの発散量が極めて少ないものとは、発散量が第３種のものをいい、原則として規制対象外のも

のを使用するものとするが、該当する材料等が無い場合は第３種のものを使用するものとする。

ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを発散しない

か、発散が極めて少ないものとする。

2)保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

ものとする。

3)接着剤はフタル酸ジーｎーブチル及びフタル酸ー２ーエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可

塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散

が極めて少ないものとする。

4)塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて

少ないものとする。

5)上記 1)、 3)、 4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等は、ホルム

アルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

1)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ，パーティクルボー

　 建　築　材　料　等

①JIS及びJASの F☆☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS規格品

ａ 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ 接着剤等不使用

ｃ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

ｄ ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｅ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

ｆ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

①JIS及びJASの F☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

下記の物質を材料及び製造工程に使用されていないこと。

飲料水管系に使用されているペーストシール剤は、室内汚染に係る揮発性化合物に指定されている

　ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

　パラジクロロベンゼン、テトラデカン、クロルピリオス、フェノブカルブ、ダイアジノン

　フタル酸ジーｎーブチル、フタル酸ジー2ーエチルヘキシル

・監督員が指示する構内の場所に敷ならし　　・構内指定場所にたい積　　・構外搬出適切処理

工事に先立ち手引き第２編による廃棄物等処理計画書を監督職員に提出し、しゅん工時には廃棄物等処理報告書を

(1)引渡しを要するもの　　・無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

作成し提出する。

(2)引渡しを要するもの以外は構外搬出し関係法令により適切に処理すること。

(4)再利用又は再生資源化を図るもの　（ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 ､ｱｽﾌｧﾙﾄ塊 ､木くず､金属くず､塩ビ管､　　　 ）

・設けない　・設ける

この工事に必要な工事用電力、用水、諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。

電気保安技術者を設置する。

・配管(１．２)　・冷凍空気調和機器(１．２)　・熱絶縁(１．２)　　・建築板金(１．２)

資材の保管は必ず屋根をかけ地上30cm以上の架台に乗せる。

標準仕様書第１編１．７．４によるほか、バルブ類等は必要に応じて合成樹脂製名札をステンレ

込み程度）を設ける。大きさは、約　　　　㎡とする。

機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目等を書いた取扱説明板（アクリル樹脂製、文字彫

ス線等で取付ける。

・風量調整　・水量調整　・室内外空気の温湿度測定　・騒音測定

　飲料水の水質の測定は厚生労働大臣登録水質検査機関とする。

(2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

(1)機器類の能力、容量等は、表示された数値以上とする。

機器、配管、風道等は耐震を考慮し堅固にすえ付け、取付又は支持を行う。

耐震措置の計算及び施工方法は、次に掲げる事項以外、すべて「建築設備耐震設計・施工指針

　・給水装置・排水装置・換気機器・空調機器・防災設備・監視制御設備・危険物貯蔵装置

　　　　　重要機器とは下記に示すものをいう。

　・火を使用する設備・避難経路上に設置する機器・　　　　　　・　　

　　　　　　２～６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階

　　　３．上層階の定義は次による。

　　　２．〈　　〉内の数値は水槽類に適用する。

(1)設計用水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効重量)

(2)設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

・ 内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）　・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　　種）

規　制　対　象　外

ホルムアルデヒドの発散量

第　三　種

該　当　す　る　建　築　材　料

使用材料名、製造者名、発注先、品質性能証明資料提出の省略について記載した調書を作成し、

監督職員の承諾を受ける。

（注）１．（　　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

設　置　場　所

上層階、屋上及び塔屋

中　間　階

地下階、一階

　に、次に示す地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。地域係数は1.0とする。

耐　震　安　全　性　の　分　類

・特定の施設（・甲類　・乙類） ・一般の施設（乙類）

２．０

（２．０）

〈２．０〉

（２．０）

１．５

（１．５）

〈１．５〉

１．０

（１．０）

１．５

〈１．５〉

（２．０）

１．５

〈１．５〉

１．０

（１．５）

〈１．０〉

１．０

（１．５）

〈１．０〉

１．０

（１．５）

〈１．０〉

０．６

（１．０）

０．６

（１．０）

０．６

（１．０）

〈０．６〉

０．４

（０．６）

一般機器 重要機器 一般機器重要機器

〈１．５〉 〈１．０〉 〈１．０〉 〈０．６〉

２ 使用材料発注先調書

３ 施工条件明示項目

４ 化学物質を発散する

５ ペーストシール剤

６ 電気保安技術者

８ 監  督  員  事  務  所

９  工事用電力･用水等

10 足場・さん橋類

11 資  材  の  保  管

12 建　設　発　生　土

13 埋め戻し土・盛土

14 山  　留  　養  　生

15 発   生   材   処   理

16 文  字  入  名  札  等

17 取  扱  説  明  板

18 総　  合  　調  　整

19 容  量  等  の  表  示

20 耐　  震  　措  　置

標準仕様書によるほか別表-2による。１ 設  計  温  湿  度

２  居  室  騒  音  限  界 下表によるほか、耳ざわり音がないよう機種選定およびダクト消音対策を行う。

外　　　気
屋　　　　　　　　　内

夏　季

冬　季

℃

％℃

％ ℃

℃

℃

％℃

％

室　　　　　　　　名 Ａ　特　性　(ｄＢ ) Ｎ　　Ｃ　　値

３ 煤  煙  濃  度  計

４  ばいじん量測定口

５ 煙　　　　　　 道

６  ダ　　 ク  　　ト

・設ける　　・　

・設ける（測定口は80φとする）　・　

・低圧ダクト　・高圧１ダクト　・高圧２ダクト

・アングルフランジ工法　　・スパイラルダクト

・コーナーボルト工法（・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法）

取付部は図示による。７ 風  量  測  定  口

８  チ  ャ  ン  バ  ー

備

○

冷

暖

房

設

備

○

暖

房

設

備

○

空

気

調

和

設

復帰方式（・遠隔　・　　　　　　　　）

定格入力は、ＤＣ24Ｖ、 0.7Ａ以下とする。

９ 防煙ダ ン  パ  ー

(1)内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

(2)空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消

　 音内貼りしたチャンバーには点検口を設け、点検口の大きさは図示による。

 　工する。

(3)外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは、雨水の滞留のないように施

伸縮継手、掃除口及びばい煙量測定口の位置は図示による。　

（別表-1）品質及び性能を有することの証明となる資料を提出する機材等

11　その他監督職員の指示によるもの又は特記によるもの

・（社）公共建築協会による「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」における評価対象となる機械設備機材等

・

・

・

・

・

・

・

・その他監督職員の指示によるもの

７ 技  能  士  の  適  用

公共建築工事積算基準の解説(設備工事編)の「執務並行改修」 排水管を除く管には、埋設表示用テープを設置する。

は埋設標示ピンとする。また、施工上生じた分岐、曲がりの箇所についても同様とする。

26 管  の  埋  設  表  示 図示された屋外埋設管の分岐及び曲がりの箇所には、コンクリート製標柱を埋め込む。舗装部分

   非  破  壊  検  査

27 溶　  接  　部  　の

抜取率　　　・標準仕様書による　　・　

区　　　　分

倉庫・書庫

居室・廊下など

屋外露出、多湿箇所

（　　　　　　　）

・カラー亜鉛鉄板　　　　　　・　

・ステンレス鋼板　　　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

区　　　　分 保　　　　温　　　　外　　　　装

倉庫・書庫

屋外露出、多湿箇所 ・ステンレス鋼板　　　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

・アルミガラスクロス　　　　・　

居室・廊下など

機械室

機械室

保　　　　温　　　　外　　　　装

（　　　　　　　）

   消  音  内  貼  り

既存のコンクリート床及び壁の配管貫通部の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。

給水管、給湯管、冷温水管等の管、バルブ（グランド部を含む）、フランジ、可とう継手及び空

調ダクトのフランジは、建物内外共保温する。なお、保温端部はシーリング処理を行う。

各配管の保温厚で標準仕様書中厚30mm未満の箇所はすべて厚30mm以上とする。ただし、排水管は

除く。

・換気ダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・　

・外気取入れダクトの保温要（保温厚25mm）　　・範囲は図示による　・　

・排気ダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・　

・還りダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・　

・膨張タンクよりボイラーへの補給水管の保温は膨張管の項による。

・建物内の空気抜き管の保温は膨張管の項による。

・空気調和機、ファンコイルユニット、冷水及び冷温水のドレーン管の保温は排水管の項による。

・全熱交換器用ダクトの保温要（保温厚25mm）　・範囲は図示による　・　

保温種別は下記による

　冷温水、冷水、温水、蒸気管　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

　機器　　　　　　　　　　　　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

　排水管　　　　　　　　　　　・ロ　　　　　　　　　　　・　

・排水管でピット内、共同溝内及び最下階の床下の下記の部分は保温する。

　なお仕様はｄ(ハ )とする。

　（・排水トラップ　・鉛管　・鋼管類　・ビニール管　・ドレーン管　・　　　　　　　　）

・消火管で下記の部分は保温する。なお仕様は給水管の項による。

　（・屋内消火管　・水抜きできない管　・スプリンクラー配管　・　　　　　　　　　　　）

・圧力タンク、膨脹水槽、各種呼水槽等鋼板製水槽は保温する。なお仕様は各機器の項に準ずる。

・大便器は保温する。

・共同溝の保温種別　（・ピット内に準ずる　・　　　　　　　　　　）

　給水管　　　　　　　　　　　・ハ　　　　　　　　　　　・ロ（凍結防止帯巻部分）　

　給湯管　　　　　　　　　　　・イ　　　　　　　　　　　・ロ

・ダクトの保温外装は下表による。

　 振  動  絶  縁  効  率

検査の種類　・ＲＴ　　・ＰＴ又はＭＴ

下記の金属電線管は塗装を行う。

・屋外露出　　　　　・（　　　　　）の屋内露出

下記の保温を行わない亜鉛メッキを施したダクト及び配管は塗装を行わない。

振 動  絶  縁  効  率基　　　　　　礎機　　　　　器

空 調  用  ポ  ン  プ  及び

ボイラー給水用ポンプ

遠 　心  　送  　風  　機 ・  標準基礎　　・ 防振基礎

・ 標準基礎　　・ 防振基礎

・ 標準基礎　　・ 防振基礎

・ 80％以上　・　

・ 80％以上　・　

・ 　％以上　・　

小形給水ポンプユニット

揚 水  用  ポ  ン  プ  及び

・別図による。

・倉庫　　　　・　

・配管の保温外装は下表による。（配管には、冷媒管は除く。）

28 塗  　　　　　　装

29 機器の基礎 及び

30 電　　　線　　　類

31  は　　  つ  　　り

32 保　  温  　及  　び

・ステンレス鋼板　　　　　　・保温化粧ケース

保　　　　温　　　　外　　　　装区　　　　分

屋　内　露　出

屋　外　露　出

(2)新設配管は、既設配管の接続前に試験を行う。

・各種機器について図示電気ヒーター等の防凍対策を行う。（　　　　　　　　　　　　　　）

・屋外露出部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

弁類）は防凍保温を行い、厚さは管径25mm以下のものは50mm、管径 32mm以上のものは40mmとする。

・屋外露出部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

配管、ダクト、器具据え付けにともなうスリーブ、枠入れは本工事とし、他は工事区分表による。

弁類）は電気ヒーター等の防凍対策を行う。なお、保温厚は３２に準じる。

保険等の各種措置については、別添「特記仕様書(共通事項)」による。

　（長野県公式ホームページ(電子入札システム)に掲載される、当該入札公告の添付図書）

(1)各種配管の試験は、新設配管に適用する。

・冷媒管の保温の外装は下表による。なお保温化粧ケースの材質は図示による。

33  防　  凍  　保  　温

34  試   　　　 　験

35　他工事との取合い

36　そ　　の　　他

検査対象　　・配管　　　・煙道　　　・　　　　　　・　

かって下り勾配とする。

給水、給湯、消火、冷温水、冷却水管は、図示による水抜きが確実にできるよう水抜き位置に向

吊金物は亜鉛メッキ又はステンレス鋼製とする

する。また、コンクリート土間下配管は、鋼棒等により沈下防止措置をする。

コンクリート内の鋼管、鉛管及び塩ビ管については、プラスチックテープを1/2重ね１回巻きと

22 吊　　 金  　　物

23 配　  管  　勾  　配

24 管　  の　  保　  護

土中埋設管（排水含む）は、管の上下をサンドクッション厚100mmで保護する。

給水管、消火管の埋設深さは　　　　　mmとする。又、ガス管の埋設深さは　　　　　mmとする。

21 あと施工アンカー

・施工士の適用（第１種、第２種）あと施工アンカー施工士による。

確認試験は、

※(社)日本建築あと施工アンカー協会認定資格
※

・保温化粧ケース

・　　　　　　　　　　　　　・　

２　完成図（原図・製本・CADデータ）

３　設計図（原図・CADデータ）

・飲料水の水質の測定（・水質基準検査11項目 (一般細菌､大腸菌､硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素､

亜硝酸態窒素、塩化物ｲｵﾝ､有機物等(TOC)､pH､味 ､臭気 ､色度 ､濁度）　・トルエン）

２０１４年版」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

・根切中の良質土（ただし管の周囲は山砂又は川砂）　・山砂の類

改修工事標準仕様書第２編第５章による。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編１．５．１、表４．１．１１による。

標準仕様書第２編によるほか下記による。

温風乾燥機能（・有　・無）　擬音装置（・有　・無）　リモコン（・有　・無）

４ 小  便  器  洗  浄  弁

・取付箇所（・大便器　・小便器　・　　　　）材質（・陶器製　・　　　　）

・設ける（ピット内は除く）　　・設けない

・止水栓付　

１ シ　  ス  　テ  　ム

２ 機  器  の  寸  法 概略寸法とする

・ドライシステム　　・　

・標準図　施工72による　　本組。

・標準図　施工73（・ (a)　・ (b)）による

・改修工事標準仕様書第１編2.2.1によるほか下記による。

５ 水　　　　　　 栓

６  洗　  　面  　　器

７ 標　　 記  　　板

８ 大便器耐火カバー

加熱方式（・貯湯式　・瞬間式）　

方　法　及　び　種　別 設　　　　　　備　　　　　　概　　　　　　要

冷　　暖　　房　　方　　式

暖　　　房　　　方　　　式

換　　　気　　　方　　　式

給　　　水　　　方　　　式

排　　　水　　　方　　　式

消　火　設　備　の　種　別

ガ　　ス　　の　　種　　別

・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・温風暖房 ・温水暖房 ・ＦＦ暖房

・

・

・局所換気 ・ ・ ・

・水道直結式　　　・加圧式　　　　　・高置タンク式（・上水　・井水）

・建物内汚水、雑排水（・分流　・合流）

・屋内消火栓設備 ・消火器 ・ ・

４．設　備　概　要（○印を付けたものを適用する）

５．指　定　部　分　　・無　　　　　　・有　（指定部分しゅん工期限　平成　 　年　　 月　　 日）

・液化石油ガス（発熱量 100,000 KJ/Nm ）

・都市ガス（発熱量　　　　　 　 KJ/Nm、供給事業者名：　　　　　　　　）
3

3

放流先　　　　・公共下水　　　・　

浄化槽　（・合併　・単独　）

　 版）」（以下、「標準図」という。）による。

(2)電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用し、下記の

　 工事仕様は適用しない。

１．共　通　仕　様

(1)図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（機械設備

　　　　　　対　象　部　分：

主任担当技術者 担当技術者

構造担当

積算担当

電気設備担当

機械設備担当

設計事務所名 管理技術者

Ⅲ．工　事　仕　様

Ⅱ．管　理　技　術　者　等　

・節水固定コマ　（・寒冷地水栓（参考型番 KTL-10 ）　・　　　　　　　　　　　　　　　）

撤　　去　　工　　事

岡田有司

1.5ｍ以上

空　　　調　　　方　　　式 空冷ヒ－トポンプ

㈱有事創建一級建築設計事務所

0.3

C1

外壁より1ｍまで

34.5 68.8

-5.3 79.4

窒素消火

・ 窒素消火

全面

湿度(RH)

℃

℃

％ （±5％）

55 （±5％）％

55

温度 (DB)温度 (DB) 湿度 (RH) 温度 (DB) 湿度 (RH)

（別表 -2）しゅん工時提出物（○印を付けたものを提出する。）

６ 建物導入部配管

7 空調機への加湿補給水

9.034

事務室　系　統

28

22

意匠担当

A-un設計

A-un設計 夏目　淳

（機械設備）特記仕様書

山口電気設備設計事務所

山口　敬一

A1:

A3:千曲市
本社　長野市青木島町 

　　　青木島乙516-1　OTビル2F 一級建築士　大臣登録　第217782号　夏目　淳

一級建築士事務所　長野県知事登録 (長野)A第64282号

　夏目　淳
　第826号
設備設計一級建築士
　第217782号
一級建築士

001Ｍ機械設備特記仕様書令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事

令和8年度　姨捨の棚田ビュ－ポイント公衆トイレ等新築工事

　 工事編）（令和7年版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（

　 令和 7年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（令和4年

１．工　事　場　所 長野県千曲市大字八幡7372-3の先、他

２．工　事　概　要

・公衆トイレ等の新築に関わる機械設備工事

NS

NS
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給排水外構図千曲市
本社　長野市青木島町 

　　　青木島乙516-1　OTビル2F 一級建築士　大臣登録　第217782号　夏目　淳

一級建築士事務所　長野県知事登録 (長野)A第64282号

　夏目　淳
　第826号
設備設計一級建築士
　第217782号
一級建築士

令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事
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A3:千曲市
本社　長野市青木島町 

　　　青木島乙516-1　OTビル2F 一級建築士　大臣登録　第217782号　夏目　淳

一級建築士事務所　長野県知事登録 (長野)A第64282号

　夏目　淳
　第826号
設備設計一級建築士
　第217782号
一級建築士

Ｍ給排水衛生設備図 003令和8年度　姨捨の棚田ビューポイント公衆トイレ等新築工事

25A 25A

T

・各器具から給水管接続口までは、水勾配をとる事。

・床下引き回し部分の給水管は、ステンレス管とし、

 グラスウール保温材（アルミガラスクロス）巻きとする。

・床立上げ露出給水管は、グラスウール保温筒（アルミガラスクロス）巻きとする。

▲印:配管 接続部

G

蓋 備考種類サイズ名　　称

塩ビ製小口径インバ－ト

塩ビ製小口径インバ－ト

塩ビ製小口径インバ－ト

塩ビ製小口径インバ－ト

塩ビ製小口径インバ－ト

塩ビ製小口径インバ－ト

塩ビ製小口径インバ－ト

塩ビ製小口径インバ－ト

B

C

D

E

F

H

I

桝リスト

番号 GL-

A

塩ビ製小口径インバ－トJ

K

起点

90Y

90L

45L

ST

塩ビ製小口径トラップ 100-200 UT

浄化槽入

浄化槽出

凡例

記号

給水管

名　　称 材　　　質 保　　温

排水管 JIS　K　6741

給水管

ステンレス管

ポリエチレン水道用二層管　JIS　K　6761

硬質ポリ塩化ビニル管

詳細図参照不凍栓

JIS　G　3448　.SUS　304　TPD（屋内）

（屋外）

別途工事 グラスウ－ル保温材（アルミガラスクロス）巻き桝
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1φ　200V　0.75ｋｗ

名　　称

ステンレスパッケ－ジ

小型直圧給水用

ブ－スタ－ポンプ

BP-1

台数

1

仕　　　　　様 電　　源記　号

機器表

減圧一式

制御盤　標準附属品一式 架台H＝300　　防振継手　　コンクリ－ト基礎共

参考品番　NOP2-25A0.75S2AG

交互運転　屋外型　ポンプカバ-　押込圧力　0.7MPa以下

25×65L/min×38ｍ×1φ200Ｖ0.75ｋｗ

ST

90L

桝の深さ
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2240

1490
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絵柄： ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ印刷 (UVﾌｨﾙﾑ貼り )

Scale 1:10
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(株)光合金製作所 同等品

G.L
▽

450×450

17
5
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0

350×350

272×272

φ261

24
5

防護蓋(簡易型):呼称200

蓋:鋳鉄/台座:再生ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製

日之出水道機器(株) 同等品

不凍水抜栓:GTｼﾘｰｽﾞ

ドレンマスセット100mm

(株)光合金製作所 同等品

不凍水抜栓部 断面詳細図

Scale 1:10
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ＳＬＸ-Ｃ４１６　同等品：メーカーによる。
VP 排水管芯位置

8
5

85

4
00

給水管芯位置SUS

GL GL

4
00

BP-1
ブ－スタ－ポンプ

ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ

ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ

900(有効開口)900(有効開口)900(有効開口)

（躯体基準開口幅） （躯体基準開口幅） （躯体基準開口幅）

柱:140x140 横木：90x90 格子： 60x30@150 柱 :140x140
140140

不凍栓25×600

格子：60x30@150 横木：90x90

T14

T14



床下基礎側面：

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ貼り

溶接金網φ6＠200

和風パークトイレ[縦３連] (3/4)

Scale 1:30

▽F.L
(G.L+20)

Ｂ-Ｂ 断面図

内壁:塗装仕上げ

(複層仕上げ塗材Ｅ)

母屋：65x65

母屋桁:140x140

桁・梁:140x190

仕切り壁:t=30

室内照明

分
電
盤

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾞ

▽G.L

ベースコンクリート、基礎伏図

ａ

ａ

ｼｽﾃﾑｳｫｰﾙ

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

換気扇

（別途）

P.B

桁:140x190

鼻隠し板：27x140

母屋:65x65

屋根:一文字軒瓦葺き

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 23kg

野地板:t=27(無処理)

垂木:65x90 @450

棟木:140x140

束柱:140x140

ｂ

基礎部断面 詳細図(ｂ-ｂ)

φ250ﾎﾞｲﾄﾞ抜き

タテ・ヨコ共D10@150

水抜き用基礎開口

2-M12インサート

(M12ボルト締め)

タテヨコ共 D13 ＠150
M16xL100オールアンカー

躯体固定用金具:t=9.0加工

犬走り: 　　　　　　　　　

コンクリート直均し仕上げ

基礎部断面 詳細図(ａ-ａ)

▽

F.L(G.L+20)水勾配

Scale 1:10

▽G.L

水抜き用基礎開口水抜き用基礎開口

タテ･ヨコ共:D13@150水抜き用基礎開口:200x200

▽G.L

Ａ-Ａ 断面図

室内照明

用具入れ

▽F.L
(G.L+20)

▽F.L
(G.L+20)

▽F.L
(G.L+20)

内壁:塗装仕上げ

(複層仕上げ塗材Ｅ)

仕切り壁:t=30

束柱:140x140

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄﾞ

ｼｽﾃﾑｳｫｰﾙ

ｼｽﾃﾑｳｫｰﾙ

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ:

t=40

換気扇

分電盤
化粧鏡

棟木:140x140

床下基礎側面：

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ貼り

タテ･ヨコ共:D13@150 水抜き用基礎開口:200x200水抜き用基礎開口:200x200水抜き用基礎開口:200x200

格子：60x30@150

横木：90x90

*銅板巻き
腰壁：木目調

サイディング貼り

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

換気扇

保温材巻

保温材巻

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ:

t=40

保温材巻 保温材巻保温材巻

面台

ｼｽﾃﾑｳｫｰﾙ

ＣＬ

▽F.L

室内照明

Ｃ-Ｃ 矢視図

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ:

t=40

保温材巻

ｼｽﾃﾑｳｫｰﾙ

換気扇

腰壁：木目調

サイディング貼り

タテ・ヨコ共

D10@150

φ250ボイド抜き

モルタル充填

*銅板巻き

柱：140x140

横木：90x90

コーキング処理

格子：60x30@150
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0.022

2.120

1.406

2.039

0.742

処理対象人員

日平均汚水量

流入水水質

流出水水質

人

m3/日

mg/LBOD

BOD

槽   名 有効容量(  )m3

嫌気濾床槽

接触ばっ気槽

第一室

第二室

合 計

沈 殿 槽

消 毒 槽

品   名 台数 仕        様

ブロワ

10

2.00

200

20

1

mg/L

[注 記] 開口の表示は内径寸法とする。

3.526

13 A x  110 L/分 x  15.6 kPa x  70 W

型式

認定番号

適合認定番号

嫌
気
濾
床
槽
第
一
室

嫌
気
濾
床
槽
第
二
室

接
触
ば
っ
気
槽

沈
 
殿
 
槽

消
 
毒
 
槽

ブロワ

流入 放流

エア

沈殿汚泥はく離汚泥

循環水
循環調整器

3630

濾材 濾材 接触材

接触ばっ気槽嫌気濾床槽
第二室

嫌気濾床槽
第一室

沈殿槽

WL WL WL

消毒槽

58
0

2
54

0

7
30

ブロワに接続

φ
1
3

嫌気濾床槽
第一室

嫌気濾床槽
第二室

接触ばっ気槽

沈殿槽

消毒槽

　点検蓋
2-φ450

　点検蓋
2-φ600

タテ 上端筋

タテ 下端筋

5-D13

5-D13

5-D13

5-D13

D13-200@

D13-200@

φ
2
00

500 1160 500

500 1160 500
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19
9
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5
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2
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0

58010207201150
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CXP-10

全高は外寸とする。

蓋

枠

備 考

点検蓋（丸型）

ロック付

1500K (安全荷重 15kN)

FRP製

種 類

PP製

S=1/30S=1/30

S=1/30

散気管 逆洗管

流入管

φ100

臭突口

φ75

掃除口

φ50

薬剤筒循環調整器移送管

φ50

放流管

φ100

主筋 4-D13

フープ D10-200@

  ヨコ　D13-200@

支柱　4-φ200

流入管

φ100

薬剤筒循環調整器

逆洗管

汚泥引き出し管

150x150

掃除口

φ50

散気管

移送管

φ50

放流管

φ100

ヨコ D13-200@

ヨコ D13-200@

　清掃孔

500x170

断 面 図

配筋断面図(短辺)
S=1/30

スラブ平面図平 面 図

フ ロ ー シ ー ト

タテ 上端筋

タテ 下端筋

5-D13

5-D13

5-D13

5-D13

D13-200@

D13-200@
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捨てコン厚さ50ｍｍ　

砕石　厚さ100ｍｍ

4-22K-1E-001-2

型01Ｃafba0102883

設計仕様　　　※ 記載のﾒｰｶｰ名、製品型番は全て参考とする。

  ヨコ　D13-200@

コンクリート基礎 D13-200@


